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2.第1回 全学共通教育科目 A群 『ライフサイクルと教育BJ (構議}
田口真奈准教授(高等教育研究開発推進センター)








































































2009 年 4 月 9 日 ~7 月 23 日 毎週木曜日 2 限 10:30~12:00 





























2009 年 10 月 1 日 ~2010 年 1 月 13 日 毎週水曜日 1 限 8:45~ 1O :15














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































エリー ト段階 マス段階 ユ=パーサル段階
大学進学率 -15% 15-50% 50%-

















• GPA (Grade Point Average) 



























































































































































































































10分 自己紹介 準備 説明
具
2 I 5分 日の講轟の流れの説明 目標・主題設定 説明 一斉 テキスト
体~ 1 3-1 1 5分 I!'~~宮三己、即恒亘書悼朝岡田巴.<:1 動機づけ、知職伝達| 映像視聴 一斉 画像・動画
伊l
15分 |関空缶詰なま註虫、現| 知誇伝達 説明 一斉 テキスト・画像
それぞ授業肉
それぞれの肉 教材をどの容が、どのよう それぞれの内容
な意図をもって それぞれの内容 容が、どのよ に対して、どの
ようなツー






































































































































































































































6 ①苔学科にてアンケ自7'，喧②科タアモンケ 卜対象科目 リスト町出カ ー









10 躍の確認 ンンポジ (200i年度前期分)
ウムの検討(圭員会)③呈員会田招集
c!各学科にてアンケ ②アンケー 卜対車科目 リスト白出カ




.7K2 . ウ'A"jt1世一一一一一一一 一一一一ー一一一一←一
o成掴マ ジ桔累曲学内臣送
1 「 除期綬業アンケ トの笑函
l①マ クン トの畳け取りEび学内配送
:(毒記入マ クン トの白収

































































内"の降刊にみる領修合 Zへの実認 - ホームヨージの現役.鯵管理
院先…d忠実主 圃 "淘戸 川言明相





































































































授業への出席状況については、最初、 9割以上を f5J 、 7~9割を f4J 、 5~7割を f3J 、 3~5
割を f2J、3割未満を flJとしていたが、新工学教育プログラム実施専門委員会において、 f3
割以下というような選択肢があるということは、 3割以下の出席でもいいということを認める
メッセージとならないか」という意見が出て、現行の10割を f5J 、 9割以上を f4J 、 7~9割を



















































なお、以上の評定項目は、 4段階評定として、それぞれの項目の記述に r4あてはまる」、 r3
ややあてはまる」、 r2あまりあてはまらない」、 r1あてはまらない」として該当欄にマー
クさせている。 4段階評定にしたのは基本的には好みの問題である。 5段階評定にすると、 r3J
−  −
に回答が集中することがあり(中心化傾向)、結呆をわかりやすく表現しようとするときにや





















































































①109科目 (6.058枚) ② 89科目 (4‘602枚)
③21S科閤 (12.130枚) ④184科白 (10.197枚)
⑤269科目(13，458枚) ⑥240科目 00，3391:主)


































































































































































































































































































05前期 05後湖町前期 05後撤回前期"後刻。，.，矧 oa後潮






























目前期 出後期 目前期 田後期 07前期
































































05前期 05後期目前期 06後期目前期的後期目前期 08後期 学期



















































05年四年 06年 06年 07年 07年四年 08年
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評価@ 評価A 評価B 評価C 評価D
(孟90) (80...90) (70...80) 回 ..70) (<60) 
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「? ? ? ?
y = 2.6x + 63.9 
R' = 0.0169 



























































-. . - -・…・
|担業にわくわくするような感姐をもったζとがあった(-0.55-0.68) I 



































お、 4年間の総成績調整得点平均段階は、人数のバランスを考慮して、 r85点以上」 、 r80~85点」、
















































































































4・成績8s点以上 ・・成績80-85点 4・成績75-80点 司p成績70-75点
... 成績65....70点 4ト成績65点未満 4・成績平均













































































































M町sh，H. W. (1987). Students' Evaluations of University Teaching: Research Findings， Method 
ological lssues， and directions for Future Research. Intemationm journm of Educationm Resea 
rch， VoL 11， No.3， 253-388. 
松下佳代 (2006) 授業アンケートの実践と概要 京都大学高等教育叢書23W平成16年度採択






特色GP報告書相互研修型FDの組織化による教育改善2004-2005~ ， 175-193. 京都大学
高等教育研究開発推進センター
大塚雄作 (2007) 工学部授業アンケート (2005年度後期・ 2006年度前期)の結果と分析
一一授業アンケートの活用に向けて 京都大学高等教育叢書25W平成16年度採択特色GP報






































----ーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー 『司
5科目 1+4 (平均 69.6枚/科目)(削)
3科目 1+2 (平均23.0枚/科目)
7科目 2+5 (平均52.3枚/科目)
5科目 1+4 (平均 73.8枚/科目)
8科目 4+4 (平均 54.1枚/科目)












































-司唱『・ー---・ a・・ーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー 『ー曙司---ーー ーーー
6科目 2+4 (平均 54.7枚/科目)(蓮4) 
4科目 3十1 (平均 36.8枚/科目)
4科目 4+0 (平均 85.0枚/科目)
O科目 0+0 (平均一枚/科目)
6科目 6+0 (平均 75.3枚/科目)
2科目 2+0 (平均 63.5枚/科目)























88名(6.9 %) *欠損値 O
(注 2) 回収率」とは、回答者数の登録者数に対する割合をさす。
(;主 3) 工学部回答学生数Jとは、授業アンケ一卜に 1科目以上回答した学生のうち、学生番号により成
績データと照合できた工学部学生の数をさす。
(注4) 2005年度前期の r1+2Jなどの内訳は、[講義]+ [実験・実習・演習]を表わす。
Ⅱ-4-1. 資料 1
−  −




















ーー-ーー -ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ・ー・-------ー.園帽『・ー
12科目 7+5 (平均 109.3枚/科目)
11科目 8+3 (平均 54.8枚/科目)
24科目 19+ 5 (平均 47.2枚/科目)
10科目 5+5 (平均 83.3枚/科目)
22科目 10+12 (平均 50.7枚/科目)
26干ヰ目 19 + 7 (平均 43.0枚/科目)









-ー-曙司『噌----ー--ーー ーーー 『ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ・ー・ーー ーーー ー
13科目 5 + 8 (平均 103.2枚/科目)(注4) 
11科目 8 + 3 (平均 45.6枚/科目)
23科目 23+ 0 (平均 61.4枚/科目)
10科目 9 + 1 (平均 94.1枚/科目)
29科目 23+ 6 (平均 54.5枚/科目)
25科目 21+ 4 (平均 41.5枚/科目)





































158名(6.7 %) *欠損値 O
(注 1) 対象学年」とは、科目が配当された学年をさす。


















163名(7.2 %) *欠損値 O
(注 2) 回収率」とは、回答者数の登録者数に対する割合をさす。
(注 3) 工学部回答学生数」とは、授業アンケー卜に 1科目以上回答した学生のうち、学生番号により成
績データと照合できた工学部学生の数をさす。






















実施科目数(回答数) 1269科目(13，458枚:平均 50.0枚/科目 1240科目(10，339枚:平均43.1枚/科目)
地球工学科 40干'4目 24+16 (平均 56.5枚/科目) 31科目 24 + 7 (平均 103.2枚/科目)(謹叫
建築学科 15干ヰ目 1 + 4 (平均 37.1枚/科目) 14科目 12+ 2 (平均 45.6枚/科目)
物理工学科 64干ヰ目 34 +30 (平均 35.1枚/科目) 53科目 34+19 (平均 61.4枚/科目)
電気電子工学科 17科目 16+ 1 (平均 81.4枚/科目) 22科目 17+ 5 (平均 94.1枚/科目)
工業化学科 32科目 28+ 4 (平均 54.2枚/科目) 32科目 29+ 3 (平均 54.5枚/科目)
情報学科 25干ヰ目 20 + 5 (平均 40.2枚/科目) 26科目 23+ 3 (平均 41.5枚/科目)






(平均 41.5枚/科目) 1 46科目
(平均 53.1枚/科目)
(平均72.7枚/科目)




























179名(7.2 %) *欠損値 O
(注1)対象学年Jとは、科目が配当された学年をさす。


















179名(7.6 %) *欠損値 0
(注 2) 回収率Jとは、回答者数の登録者数に対する割合をさす。
(注 3) 工学部回答学生数Jとは、授業アンケートに 1科目以上回答した学生のうち、学生番号により成
績データと照合できた工学部学生の数をさす。「他学部」は、他学部学生が一部含まれることを示す。
(注4) 実施科目の r1+2Jなどの内訳は、[講義]+ [実験・実習・演習]を表わす。
Ⅱ-4-1. 資料 1
− 0 −























ーーー--_.・ーー ーーー ーーー ーーー ーーー 喧ー----・ ・ーー.----・・ーー ーーー ーーーー
33 f4目 22+11 (平均 47.7枚/科目)
19科目 1+ 8 (平均 29.3枚/科目)
47科目 33+14 (平均 34.3枚/科目)
24科目 24+ 0 (平均 43.3枚/科目)
36科目 31+ 5 (平均 46.3枚/科目)
16科目 13+ 3 (平均 45.6枚/科目)
























1年 ( 20入学) 998名 (55.1%) 
2年 ( 19入学) 183名 (10.1%) 
3年 ( 18入学) 138名(7.6 %) 
4年"'(一17入学) 493名 (27.2%) 
1，670名 (92.2%) 










ーーー ーーー ーーー 『ー・ーー ーーー ーー・ーー ---曙『曙司司明--------司『ーーーーーー
16科目 12+ 4 (平均 42.8枚/科目)(出)
10科目 8+2 (平均 39.1枚/科目)
23科目 20+ 3 (平均 55.6枚/科目)
14科目 10+ 4 (平均 57.5枚/科目)
28科目 26+ 2 (平均 47.5枚/科目)
1手ヰ目 10 + 1 (平均 48.7枚/科目)























106名 (8.1%) *欠損値 O
(注 2) 回収率Jとは、回答者数の登録者数に対する割合を指す。
(注 3) 工学部回答学生数』とは、授業アンケートに 1科目以上回答した学生のうち、学生番号により成
績データと照会できた工学部学生の数をさす。「他学部」は、他学部学生が一部含まれることを示す。








表2ー 1 講義科目に関する評定項目回答の全体平均および科目平均値の分布(成績マージ分・ 2005前-2006後)
①2005年度前期 ②2005年度後期 ③2006年度前期 ④2006年度後期
有効 73科目平均値 有効 67科目平均値 有効 : 171科目平均値 有効 : 162科目平均値
項 目 回答数平均値l最小値最大値 回答数平均値:最小値最大値 回答数平均値l最小値最大値 回答数平均値l最小値最大値
O 出席率 (5=10割 4=9害IJ~ 3=7割~ 2=5割~ 1=~5割) 3823 4.213.09 4.80 3647 3.70 1.62 4.47 9110 4.08 2.97 4. 78 8432 3.78 2.46 4. 79 
01.シラバスを参考にした 3905 2.00 1. 46 2.77 3712 2.12 1. 53 2.67 9305 2.17 1. 65 2.85 8566 2.29 1. 52 2.86 
02授業の予復習をするように努めた 3902 2. 15 1. 35 3. 15 3711 2. 12 1. 41 3. 13 9306 2.19 1. 36 3.04 8572 2.26 1. 46 3. 16 
03.授業中は授業に集中していた 3901 2.74 2.00 3. 53 3708 2.67 2.17 3.43 9308 2. 76 1. 85 3.60 8563 2.82 2.08 3.37 
04.与えられた課題にきちんと取り組んだ 3897 3.06 1. 67 3.62 3700 2.92 1. 67 3. 67 9298 2.97 1. 79 3.59 8562 2.92 1. 73 3.63 
05関連ある文献などを積極的に読んだ 3894 2.02 1. 44 2.84 3713 2.12 1. 71 2. 69 9293 2.17 1. 58 3.02 8567 2.28 1. 59 2.99 
06疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした 3903 2.64 1. 73 3.27 3710 2.52 1. 67 3. 18 9300 2.52 1. 69 3.37 8565 2.48 1. 65 3.25 
07.教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた 3901 1. 83 1. 42 2. 55 3709 1. 85 1. 34 2.75 9300 1. 92 1. 29 3.05 8571 1. 91 1. 42 3.06 
08.授業は理解できた 3908 2.65 1. 66 3. 53 3712 2岡64 1. 81 3.38 9312 2.68 1. 64 3.36 8574 2. 70 1. 74 3.49 
09.授業の目的が示されていた 3904 2. 75 1. 82 3.40 3709 2.84 2.00 3.41 9300 2.78 1. 64 3. 54 8567 2.88 1. 65 3.44 
10.どこが重要なポイントであるかがよくわかった 3904 2.68 1.77 3.51 3708 2. 75 2.07 3.66 9302 2.71 1. 52 3.59 8568 2.81 1. 65 3.49 
11.学生自身に考えさせる工夫がなされていた 3895 2.65 1. 73 3. 32 3706 2.72 1. 83 3. 55 9294 2.66 1. 74 3. 52 8560 2岡76 1. 95 3.61 
12.授業中に学生の質問・発言などを促してくれた 3896 2圃23 1司38 3.53 3699 2.21 1司44 3. 52 9281 2.24 1. 26 3.42 8568 2.34 1. 59 3.38 
13.学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた 3894 2.58 1. 70 3.51 3687 2.61 1. 81 3.42 9275 2.56 1. 74 3.40 8538 2.64 1. 82 3.59 
14.内容に関する興味を高めるための配慮があった 3894 2.42 1. 50 3. 15 3699 2.59 1. 88 3. 36 9282 2.52 1. 48 3.42 8560 2.62 1. 62 3.55 
15教科書・参考書、プリントなどが学習の助けになった 3897 2岡83 1. 64 3.63 3697 2.91 1. 97 3. 50 9285 2.83 1. 36 3.62 8558 2.94 1. 72 3.59 
16.教師の授業に対する熱意を感じた 3897 2.85 2.04 3.47 3696 2.90 2.26 3. 55 9291 2.83 1. 78 3.59 8555 2.94 1. 83 3.78 
17成績評価の方法や基準等が明らかにされていた 3903 2.67 1. 97 3.80 3704 2.86 1. 93 3.71 9285 2.71 1. 76 3.92 8557 2. 79 1. 92 3.78 
18.クラスサイズ(受講者数)は適切だ‘った 3902 3.04 1. 76 3.71 3698 3.05 2.30 3.61 9299 3.01 1. 87 3.81 8557 3.02 2.02 3.72 
19.教室環境に問題はなかった 3897 3.02 1. 92 3.69 3703 3.05 2.52 3. 67 9295 3.04 2.08 3.74 8553 3.02 1. 91 3.78 
20板書や視聴覚機器の文字・図表は見やすかった 3898 2.77 1. 34 3. 73 3701 2.85 1. 64 3. 52 9290 2.81 1. 75 3.71 8550 2圃87 1. 89 3.69 
21授業内容は体系的に整理されていた 3898 2.84 1. 73 3圃49 3702 2.88 2.06 3. 52 9293 2.85 1.77 3.60 8559 2.94 1.77 3.77 
2.授業はノートをとりやすかった 3899 2.47 1. 48 3.54 3704 2.551.72 3.58 9288 2.52 1. 55 3.67 8555 2.59 1. 66 3. 70 
23.授業に参加しているという感覚がもてた 3870 2.61 1. 81 3.32 3674 2.62 1. 88 3.25 9240 2.60 1.74 3.49 8511 2.63 1. 84 3.63 
24.カリキュラムの中での位置づけがよくわかる授業だ、った 3869 2.69 1. 96 3.31 3672 2.76 2.06 3.43 9236 2. 72 1.77 3. 30 8507 2.85 1. 97 3.70 
25.自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった 3868 2.91 1. 96 3.55 3670 2.88 1. 96 3.66 9234 2.82 1. 93 3.70 8502 2.86 2.14 3.65 
26.自分の将来の進路に役に立つと思った 3869 2.82 1. 92 3.52 3669 2.82 2圃00 3.71 9235 2. 79 2.00 3.67 8498 2.87 2.00 3.74 
27.授業にわくわくするような感覚をもったことがあった 3869 2.43 1. 62 3.23 3666 2.53 1司72 3. 20 9237 2.47 1. 63 3.44 8503 2岡 55 1. 62 3.40 
28今後の学習のために必要な知識や技能が身に付いたと思う 3868 2圃66 1. 85 3. 35 3671 2.67 1. 92 3.46 9232 2.69 1. 81 3.43 8502 2.73 2.06 3.56 
29この授業の関連分野に興味や関心が深まった 3869 2.56 1. 65 3. 3 3669 2.64 1. 90 3. 38 9232 2.61 1. 60 3.51 8504 2.71 1. 76 3.53 
30.総合的にみて、自分にとって意味のある授業だ.った 3867 2.86 1. 98 3.49 3670 2.88 2. 12 3.51 9227 2.86 2.00 3.62 8496 2.93 2.03 3.72 









⑤2007年度前期 ⑥2007年度後期 ⑦2008年度前期 ⑧2008年度後期
有効 :202科目平均値 有効 : 171科目平均値 有効 :162科目平均値 有効 75科目平均値
項 目 回答数平均値l最小値最大値 回答数平均値最小値最大値 回答数平均値l最小値最大値 回答数平均値;最小値最大値
O 出席率 (5=10割 4=9割~ 3=7割~ 2=5割~ 1=~5割) 10523 4. 17 2.68 4. 95 9110 4.08 2.97 4. 78 8432 3.78 2.46 4.79 3502 3.94 2.37 4.84 
01シラパスを参考にした 10776 2.29 1.58 3.00 9305 2.17 1.65 2.85 8566 2.29 1. 52 2.86 3580 2. 16 1. 37 3. 13 
02.授業の予復習をするように努めた 10776 2.36 1司30 3. 26 9306 2‘19 1. 36 3.04 8572 2.26 1. 46 3. 16 3577 2.26 1. 39 3.02 
03.授業中は授業に集中していた 10767 2.86 2. 10 3.62 9308 2. 76 1. 85 3. 60 8563 2.82 2.08 3.37 3573 2.85 2. 10 3.70 
04与えられた課題にきちんと取り組んだ 10769 3. 12 1圃76 3.88 9298 2.97 1. 79 3.59 8562 2.92 1. 73 3.63 3569 3.04 1. 92 3.71 
05.関連ある文献などを積極的に読んだ 10769 2.30 1. 48 3. 14 9293 2.17 1. 58 3.02 8567 2.28 1. 59 2.99 3573 2.31 1. 50 3. 13 
06疑問点なと、友人に聞いたり話し合ったりした 10769 2.64 1. 76 3.47 9300 2.52 1. 69 3.37 8565 2.48 1. 65 3.25 3570 2.60 1. 89 3. 19 
07教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた 10769 2.01 1. 35 3.62 9300 1. 92 1. 29 3.05 8571 1. 91 1. 42 3.06 3571 1. 98 1. 26 3. 16 
08授業は理解できた 10782 2. 75 1. 46 3.39 9312 2.68 1. 64 3. 36 8574 2.70 1. 74 3.49 3578 2. 75 1. 58 3.47 
09.授業の目的が示されていた 10771 2.90 1. 57 3. 62 9300 2. 78 1. 64 3. 54 8567 2.88 1. 65 3.44 3576 2.99 1. 92 3. 56 
10どこが重要なポイントであるかがよくわかった 10773 2.84 1. 49 3.69 9302 2.71 1. 52 3. 59 8568 2.81 1. 65 3.49 3577 2.91 1. 89 3.59 
1学生自身に考えさせる工夫がなされていた 10765 2.80 1. 69 3. 64 9294 2.66 1. 74 3. 52 8560 2.76 1. 95 3.61 3569 2.90 2. 12 3.55 
12授業中に学生の質問・発言などを促してくれた 10757 2.39 1. 40 3. 62 9281 2.24 1. 26 3.42 8568 2.34 1. 59 3.38 3571 2.50 1. 1 3.53 
13.学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた 10742 2.69 1. 83 3. 67 9275 2.56 1. 74 3.40 8538 2.64 1. 82 3. 59 3561 2. 76 1. 87 3.47 
14.内容に関する興味を高めるための配慮があった 10751 2.65 1. 49 3. 58 9282 2.52 1. 48 3.42 8560 2.62 1.62 3.55 3568 2.74 1. 65 3.27 
15教科書・参考書、プリントなどが学習の助けになった 10766 2.98 1. 70 3. 70 9285 2.83 1. 36 3.62 8558 2.94 1. 72 3.59 3568 2.99 2.00 3.53 
16.教師の授業に対する熱意を感じた 10761 2.96 1. 51 3. 90 9291 2.83 1. 78 3. 59 8555 2.94 1. 83 3. 78 3570 3.00 2.05 3.64 
17.成績評価の方法や基準等が明らかにされていた 10754 2.82 1. 86 3. 92 9285 2.71 1. 76 3. 92 8557 2. 79 1. 92 3. 78 3575 3.01 2.10 3.77 
18.クラスサイズ(受講者数)は適切だった 10760 3.10 2.04 3. 76 9299 3.01 1. 87 3.81 8557 3.02 2.02 3.72 3572 3.14 2.45 3.65 
19.教室環境に問題はなかった 10758 3. 1 1. 90 3.83 9295 3.04 2.08 3.74 8553 3.02 1. 91 3.78 3567 3.18 2.61 3.64 
20.板書や視聴覚機器の文字・図表は見やすかった 10756 2.86 1. 26 3. 76 9290 2.81 1圃75 3.71 8550 2.87 1. 89 3.69 3572 2.98 2.00 3.61 
21.授業内容は体系的に整理されていた 10764 2.94 1. 69 3.64 9293 2.85 1.77 3司60 8559 2.94 1.77 3.77 3569 2.97 1. 75 3.55 
2.授業はノートをとりやすかった 10765 2.61 1. 37 3.62 9288 2. 52 1. 55 3.67 8555 2.59 1. 66 3. 70 3574 2圃67 1. 69 3.50 
23.授業に参加しているという感覚がもてた 10729 2.71 1. 69 3. 79 9240 2.60 1. 74 3.49 8511 2.63 1. 84 3.63 3552 2. 78 1. 88 3.70 
24カリキュラムの中での位置づけがよくわかる授業だった 10723 2.86 1. 89 3.69 9236 2.72 1.77 3.30 8507 2.85 1. 97 3.70 3552 2.95 2.05 3.47 
25自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった 10721 2.91 2. 18 3. 72 9234 2.82 1. 93 3. 70 8502 2圃86 2. 14 3.65 3553 3.00 2. 30 3.64 
26自分の将来の進路に役に立つと思った 10718 2.91 2.00 3. 78 9235 2. 79 2.00 3. 67 8498 2.87 2.00 3.74 3551 2.99 2. 15 3.64 
27授業にわくわくするような感覚をもったことがあった 10716 2.58 1. 51 3.41 9237 2.47 1. 63 3.44 8503 2.55 1. 62 3.40 3557 2.69 1. 60 3.32 
28.今後の学習のために必要な知識や技能が身に付いたと恩う 10718 2.81 1. 71 3.69 9232 2.69 1. 81 3.43 8502 2‘73 2.06 3.56 3554 2.84 2.00 3.45 
29.この授業の関連分野に興味や関心が深まった 10720 2. 73 1.77 3.65 9232 2.61 1. 60 3.51 8504 2.71 1. 76 3.53 3554 2.80 1. 92 3. 39 
30総合的にみて、自分にとって意味のある授業だった 10718 2.97 1. 82 3. 76 9227 2.86 2.00 3.62 8496 2.93 2.03 3.72 3551 3.04 1. 96 3.63 









①2005年度前期 ②2005年度後期 ③2006年度前期 ④2006年度後期
項 目 有効 36科目平均値 有効 12科目平均値 有効 47科目平均値 有効 22科目平均値
回答数平均値:最小値最大値 回答数平均値l最小値最大値 回答数平均値l最小値最大値 回答数平均値l最小値最大値
O 出席率 (5=10割 4=9割~ 3=7割~ 2=5割~ 1=~5割) 1713 4.65 4.06 4. 90 539 4.38 4.00 4.86 2262 4.46 3.55 4.89 1568 4.32 3. 19 4.94 
01.シラパスを参考にした 1751 2.01 1.52 2.45 550 2.23 2.04 3.07 2301 2.12 1.57 2.68 1594 2.39 1. 93 2.68 
02.授業の予復習をするように努めた 1750 2.40 ; 1.45 3. 17 549 2.69 2.45 3.29 2309 2.50 1. 38 3.46 1592 2.88 2.10 3.60 
03.授業中は授業に集中していた 1747 2. 16 ~ 1. 27 3.65 548 2.59 ; 1.65 3.65 2310 2.24 1. 32 3.51 1593 2.60 1. 80 3.71 
04.与えられた課題にきちんと取り組んだ 1752 3.26 2.49 3.61 550 3.28 3.00 3司 50 2306 3.23 2.52 3.61 1592 3.22 2.94 3.50 
05関連ある文献などを積極的に読んだ 1751 1. 92 1. 07 2.35 549 2.28 1. 89 2.88 2306 2.23 1. 43 3.50 1589 2.64 1. 50 3.40 
06.疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした 1752 3.08 2. 38 3.69 548 3.06 2.64 3.47 2307 3. 12 2.43 3.67 1595 3.07 2.66 3.44 
07教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた 1752 2. 72 1. 79 3. 54 550 2.54 2. 12 2. 93 2304 2.67 1. 60 3.49 1594 2.61 2.06 3.30 
08.授業は理解できた 1754 3.00 2.05 3.68 550 2.92 2.20 3. 27 2311 2.91 2.00 3.70 1596 3.02 2. 56 3.40 
09.授業の目的が示されていた 1754 3. 1 2. 12 3. 70 550 3. 16 2.51 3. 64 2310 3.05 2.19 3.65 1595 3.20 2.85 3.62 
10どこが重要なポイントであるかがよくわかった 1750 2.90 2.00 3.39 550 2.89 2.29 3. 36 2305 2.88 2. 15 3.53 1596 3.04 2.60 3.41 
1学生自身に考えさせる工夫がなされていた 1753 3. 1 2.68 3. 52 550 3. 16 2.80 3. 57 2308 3.14 2.61 3.64 1597 3.23 2‘88 3.77 
12.授業中に学生の質問・発言などを促してくれた 1753 2圃 91 1. 88 3.51 548 2.77 2. 30 3.29 2304 2.84 1. 93 3.55 1594 2.86 2. 36 3. 54 
13.学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた 1751 2.92 2.00 3圃 54 545 2.89 2.25 3.36 2306 2.95 2.25 3.47 1596 3.01 2.49 3. 54 
14.内容に関する興味を高めるための配慮があった 1747 2. 54 1. 43 3.00 549 2.56 2.20 3.00 2308 2.61 1. 90 3.24 1597 2. 73 2.35 3. 54 
15.教科書・参考書、プリントなと‘が学習の助けになった 1752 3.06 1. 93 3. 54 550 3. 14 2.46 3. 57 2307 3.02 1. 83 3.60 1597 3.22 2. 73 3.65 
16.教師の授業に対する熱意を感じた 1752 2.84 1. 79 3.33 550 2. 78 2.38 3. 21 2308 2.87 2. 15 3.53 1592 2.97 2. 28 3.58 
17.成績評価の方法や基準等が明らかにされていた 1750 2.71 2.00 3. 70 549 2. 75 2.45 3. 19 2308 2.84 2.05 3. 52 1596 3.09 2. 39 3.84 
18.クラスサイズ(受講者数)は適切だった 1752 3.32 2. 16 3. 78 549 3.23 2司 60 3.64 2305 3.28 2.69 3.77 1595 3.23 2圃 72 3.68 
19教室環境に問題はなかった 1751 3.26 2. 26 3. 75 548 3.07 2.07 3.31 2305 3.21 2.77 3.63 1596 3.05 2. 50 3.46 
20.板書や視聴覚機器の文字・図表は見やすかった 1749 2.95 2.43 3.60 549 2圃 96 2.54 3.29 2305 2.91 2.31 3.43 1591 2.95 2. 28 3.40 
21.授業内容は体系的に整理されていた 1748 3.08 2.14 3.55 550 2.98 2.51 3. 50 2306 3.02 2.24 3.55 1594 3.06 2.51 3.77 
2授業はノートをとりやすかった 1747 2. 76 1. 93 3. 23 549 2.77 2. 15 3. 50 2306 2.69 2.02 3.37 1593 2.80 2.14 3.40 
23授業に参加しているという感覚がもてた 1745 3.39 2.35 3.80 546 3.41 2. 73 4.00 2290 3.19 2司45 3.76 1579 3.28 2. 75 4.00 
24カリキュラムの中での位置づけがよくわかる授業だった 1741 2. 73 1. 43 3.38 545 2.90 2.28 3. 50 2290 2.57 1. 62 3.43 1578 2. 75 2. 19 3.42 
25.自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった 1742 2.36 1. 50 3. 13 544 2.50 2.00 3. 25 2288 2.49 1. 83 3.55 1579 2. 76 2圃08 3.44 
26. f3分の将来の進路に役に立つと思った 1739 2.09 1. 29 2.71 543 2.24 1. 78 2.96 2289 2.22 1. 62 3.30 1576 2.48 1. 85 3圃 16
27.授業にわくわくするような感覚をもったことがあった 1738 2.63 1. 79 3. 26 545 2.72 2.09 3.30 2289 2.57 2.03 3.41 1578 2.71 2. 35 3.25 
28.今後の学習のために必要な知識や技能が身に付いたと思う 1741 2.87 1. 93 3.22 545 2.99 2. 75 3.43 2287 2.90 2.34 3. 50 1578 2.95 2.66 3.40 
29.この授業の関連分野に興味や関心が深まった 1742 2.65 1. 64 3.06 545 2. 70 2. 1 3.32 2288 2.68 2.06 3. 38 1578 2.82 2. 58 3.48 
30.総合的にみて、自分にとって意味のある授業だった 1743 3. 1 2.27 3.52 545 3. 13 2.55 3. 57 2288 3.09 2.21 3.62 1578 3.17 2.81 3.80 









⑤2007年度前期 ⑥2007年度後期 ⑦2008年度前期 ⑧2008年度後期
有効 67科目平均値 有効 47科目平均値 有効 22科目平均値 有効 16科目平均値
項 自 回答数平均値l最小値最大値 回答数平均値:最小値最大値 回答数平均値l最小値最大値 回答数平均値l最小値最大値
O 出席率 (5=10割 4=9割-3=7割-2=5割-1=-5割) 2591 4.74 3. 21 5.00 2262 4.463.55 4.89 1568 4.32 3. 19 4. 94 772 4.49 3.44 5.00 
01シラパスを参考にした 2651 2.34 1. 78 3.67 2301 2.12 1.57 2.68 1594 2.39 1.93 2圃68 795 2.31 1. 89 2.62 
02授業の予復習をするように努めた 2649 2.63 1. 49 3.67 2309 2.50 1. 38 3.46 1592 2.88 2.10 3.60 796 2. 78 1. 96 3.50 
03.授業中は授業に集中していた 2653 2.59 1. 23 3.67 2310 2.24 1. 32 3.51 1593 2.60 1. 80 3.71 792 2.59 1. 63 3.57 
04与えられた課題にきちんと取り組んだ 2652 3.37 2圃80 3.80 2306 3.23 2. 52 3.61 1592 3.22 2.94 3.50 794 3.25 2. 17 3.48 
05関連ある文献などを積極的に読んだ 2651 2.50 1司49 3.67 2306 2.23 1. 43 3. 50 1589 2.64 1. 50 3.40 795 2.48 2.09 2.96 
06.疑問点なと‘友人に聞いたり話し合ったりした 2654 3. 16 2.00 3. 75 2307 3. 12 2.43 3.67 1595 3.07 2.66 3.44 794 3.07 2. 12 3.47 
07教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた 2651 2.93 2.00 3. 73 2304 2.67 1. 60 3.49 1594 2.61 2.06 3.30 795 2. 75 1. 80 3.27 
08.授業は理解できた 2655 3.13 2.62 3.60 2311 2.91 2.00 3. 70 1596 3.02 2.56 3.40 797 3. 1 2.60 3.51 
09.授業の目的が示されていた 2654 3.30 2. 75 4.00 2310 3.05 2. 19 3.65 1595 3.20 2.85 3.62 795 3.28 2.96 3. 52 
10.どこが重要なポイントであるかがよくわかった 2652 3.07 2.50 3. 76 2305 2.88 2. 15 3. 53 1596 3.04 2.60 3.41 795 3.06 2. 79 3.29 
11.学生自身に考えさせる工夫がなされていた 2652 3.31 2.47 3.83 2308 3.14 2圃61 3.64 1597 3.23 2.88 3.77 796 3.23 2. 57 3.67 
12授業中に学生の質問・発言などを促してくれた 2648 3. 12 2.02 3. 75 2304 2.84 1. 93 3. 55 1594 2岡86 2.36 3.54 795 2.90 2.04 3.43 
13学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた 2653 3.08 2. 20 3.68 2306 2.95 2.25 3.47 1596 3.01 2圃49 3.54 795 3.07 2.41 3.50 
14内容に関する興味を高めるための配慮があった 2646 2.83 2.26 3. 50 2308 2.61 1. 90 3. 24 1597 2圃73 2.35 3.54 794 2.81 2.60 3. 15 
15.教科書・参考書、プリントなと、が学習の助けになった 2648 3.26 2圃 35 4.00 2307 3.02 1. 83 3. 60 1597 3圃22 2.73 3.65 796 3.28 2. 73 4.00 
16教師の授業に対する熱意を感じた 2647 3.03 2. 35 3.68 2308 2.87 2. 15 3.53 1592 2.97 2. 28 3.58 796 2.96 2. 57 3.34 
17成績評価の方法や基準等が明らかにされていた 2649 3.00 1. 50 3.88 2308 2.84 2.05 3.52 1596 3.09 2.39 3.84 794 3. 15 2.62 3. 76 
18.クラスサイズ(受講者数)は適切だった 2647 3.39 2.63 4.00 2305 3.28 2.69 3.77 1595 3.23 2.72 3.68 794 3.34 2.83 3.75 
19.教室環境に問題はなかった 2651 3.29 2.85 4.00 2305 3.21 2.77 3.63 1596 3.05 2.50 3.46 795 3.29 2.85 3. 75 
20.板書や視聴覚機器の文字・図表は見やすかった 2650 3. 15 2.68 3.71 2305 2.91 2.31 3.43 1591 2.95 2.28 3.40 794 3.20 2.83 3. 75 
21.授業内容は体系的に整理されていた 2650 3.25 2. 58 3. 73 2306 3.02 2. 24 3. 55 1594 3.06 2.51 3.77 795 3.18 2.63 3.49 
2.授業はノートをとりやすかった 2648 2.88 2.32 3.65 2306 2.69 2.02 3.37 1593 2.80 2.14 3.40 793 2.94 2.31 3.28 
23.授業に参加しているという感覚がもてた 2648 3.55 2.92 4.00 2290 3. 19 2.45 3. 76 1579 3.28 2.75 4.00 792 3.45 2.60 3.88 
24.カリキュラムの中での位置づけがよくわかる授業だった 2649 2.94 1. 86 3. 58 2290 2.57 1. 62 3.43 1578 2.75 2. 19 3.42 792 2.94 1. 92 3.50 
25.自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった 2645 2. 70 1. 74 3.55 2288 2.49 1. 83 3. 55 1579 2. 76 2.08 3.44 792 2. 73 2.14 3.35 
26自分の将来の進路に役に立つと恩った 2647 2.45 1. 61 3.25 2289 2.22 1. 62 3. 30 1576 2.48 1. 85 3.16 790 2.44 1. 91 3.02 
27授業にわくわくするような感覚をもったことがあった 2646 2.84 2.06 3.61 2289 2. 57 2.03 3.41 1578 2.71 2.35 3.25 793 2.88 2. 38 3.27 
28今後の学習のために必要な知識や技能が身に付いたと思う 2647 3.08 2. 26 3.67 2287 2.90 2. 34 3. 50 1578 2.95 2.66 3.40 789 3.05 2. 23 3.38 
29この授業の関連分野に興味や関心が深まった 2645 2.87 2. 16 3. 50 2288 2.68 2.06 3. 38 1578 2.82 2. 58 3圃48 791 2.90 2. 38 3.29 
30総合的にみて、自分にとって意味のある授業だった 2644 3.30 2. 90 4.00 2288 3.09 2.21 3司 62 1578 3.17 2.81 3.80 793 3.27 2.91 3.66 









議事長特13¥17年度入学生の密警単位平均の撞移7 05平前均期 標偏準差 隠有答効主 05平後均期 標偏差準 !i毘有答効数 06平前均期 標偏準差 回有答効数 06平後均期 標備準差 回有答効数 日7平前均期 標偏準差 I回有答効数 。7平後均期 標偏差準 I回有答効数 08平前均期 標偏準差 回有答効数 08平後均期 標偏準差 回;有答効数 4総!f合m 標偏準差 回有答効数
f主買'1 1.08 0.27 3421 1.08 0.27 j 3305 1.09 0.28 3987 1.08 0.27 3963 1.08 0.27! 4998 1.08 0.27 4138 1.05 0.21 473 1.01 0.11 j 891 1.08 0.27 24374 
年齢 18.65 0.76 3460 19.15 百71I 3207 19.66 0.77: 3882 20.16 0.73 3861 20.64 0.73 4894 21.16 0.69 4036 21.67 。76 464 22.34 0.94 871 20.03 1.14 23891 
得点E手箱換算! 75.18 1ι49 j 3516 76.91 16.84 1 3267 71.88 18.181 3892 71.84 18.89 3863 74.21 17.021 4858 75.68 16.77 3955 79.33 13.85 447 79.73 17.17 I 88 74.32 17.45 23885 
出席率 4.31 1臼2 3474 3.77 1.34 I 3246 3.93 1.20 I 3918 3.80 1.18 3901 4.13 1.08 4946 3.98 1.16 4110 4.07 1.12 471 3.86 1.08 I 87 4.00 1.17 24153 
01シラパスを参考にした 1.97 0.98 3539 2.09 1.03 3297 2.34 1.01 1 3980 2.37 0.98 3949 2.57 0.99 i 4987 2.72 0.94 4127 2.76 1.06 472 2.71 1.06 I 87 2.38 1.02 124437 
02授業の予復習をするように努めた 2.17 0.90 3536 2.14 0.91 3295 2.27 0.87 i 3975 2.36 0.83 1 3951 2.46 0.34 j 4987 2.49 0.84 I 4126 2.49 0.95 i 471 1.99 0.86 . 871 2.33 0.88 24428 
OH歪業中は授業に集中していた 2.75 0.85 3535 2.66 0.89 i 3292 2.77 0.84 3975 2.80 0.81 3947 2.86 0.80 I 4985 2.88 0.78 I 4124 3.11 0.77 472 2.77 0.84 i 88 2.80 0.83 24417 
04与えられた課題にきちんと取り組んだ 3.08 0.91 3530 2.94 0.94 i 3288 2.87 0.89 3975 2.88 0.88 3947 3.09 0.82 4984 3.09 0.82' 4124 3.13 0.85 468 3.29 0.80 i 87 3.00 0.88 24403 
05関連ある文献などを積径約に続んだ 2.02 0.92 3530 2.13 0.92 3298 2.32 0.88 3970 2.36 0.86 3947 2.49 0.87 4984 2.56 0.85; 4129 2.61 0.96 I 472 2.32 1.00 871 2.34 。自由 24417 
自S疑慢点など友人に捌いたり話し合ったりした 2.68 0.96 i 3537 2.59 0.95 i 3297 2.50 0.93; 3973 2.51 0.89! 3949 2.67 0.90 4986 2.65 ~Jl7_l_4128 2.63 0.95 472 1.90 。自1 871 2.60 0.92 24429 
07教員!ニ疑問点などを積極的に質問するように努めた 1.86 0.86 I 3537 1.88 。ぺ 3山 1.98 0.86 I 3972 1.95 0.81 3950 2.12 0.89 4984 2.17 0.88 I 4126 2.36 0.99 472 1.69 0.77 ， 861 2.01 0.87 24421 
08授業!ま理解できた 2.61 0.81 j 3542 2.61 0.82 i 3297 2.71 0.77 i 3975 2.68 0.74 3952 2.78 0.75 4989 2.84 0.72 i 4129 3.12 0.68 472 3.16 0.62 I 881 2.72 0.77 24443 
09授業の自釣が示されていた zマ72 0.84 3539 2.82 0.84 i 3295 2.80 0.79 I 3973 2.85 0.74 3952 2.95 0.74 I 4985 3.01 0.70 i 4129 3.33 0.69 j 472 3.34 0.66 i 88 2.88 0.78 24432 
10どこが重要なポイントであるかがよくわかった 2.66 0.85 3540 2.72 0.87 i 3293 2.75 0.81 i 3977 2.79 0.79 3950 2.87 0.80 i 4987 2.92 0.76 4125 3.21 0.71 471 2.98 0.80 i 87 2.80 0.81 24429 
1学生自身に考えさせる工夫がなされていた 2.63 0.86 3533 2.71 0.87 3293 2.72 0.83 i 3968 2.74 0.79 i 3947 2.84 0.80 i 4986 2.91 0.77 4125 3.21 0.77 471 3.15 0.83 861 2.78 0.83 i 24409 
12 f歪業中に学生の質問・発言なとを促してくれた 2.22 0.92 3533 2.22 0.92 i 3288 2.28 0.86 i 3965 2.31 0.83 3948 2.48 0.86 i 4982 2.61 0.84 i 4124 2.99 0.87 471 2.44 0.95 I 851 2.38 自89 24396 
13学生が提出した課題や疑問!こ対し適切な応答がなされた 2.56 0.93 3532 2.59 0.92 I 3286 2.53 0.87 i 3967 2.58 0.87 3941 2.69 0.87 i 4975 2.76 0.83 i 4121 3.05 0.83 471 2.47 0.91 . 871 2.63 0.88 24380 
14内容に罰する興味を高めるための配慮があった 2.40 0.85 3532 2.57 0.86 3288 2.60 0.84 i 3966 2.59 0.82 3943 2.74 0.80 4979 2.85 0.77' 4124 3.20 0.72 472 2.95 0.74 871 2.65 0.83 24391 
15教科書・参考書、プリントなどが学習の勧げになった 2.81 0.95 i 3536 2.90 0.91 3286 2.89 0.86 i 3966 2.97 0.85 3946 3.11 0.78 4983 3.13 0.76 4124 3.26 0.77 j 471 2.98 0.83 861 2.98 0.85 24398 
16教室Fの授業に対する熱意を感じた 2.82 0.84 i 3532 2.88 0.83 3284 2.82 0.80 i 3972 2.91 0.77 3945 2.99 0.76 4980 3.04 。71 4125 3.25 0.66 i 471 2.89 0.72 871 2.92 0.79 24396 
17成績評価の方法や基準等が明らかにされていた 2.65 0.91 i 3538 2.85 0.91! 3291 2.72 0.85 i 3964 2.74 0.83 3944 2.88 0.80 4979 2.95 0.78 4123 3.16 0.83 472 2.99 0.80 I 881 2.81 0.85 24398 
18クラスサイズ(受講者数'.(ま遼切だった 3.06 0.85 I 3538 3.06 立84! 3286 2.95 0.82 I 3968 2.97 0.80 3945 3.11 0.77 i 4983 3.19 0.69 4125 3.51 0.62 470 2.87 0.89 i 871 3.07 0.80 i 24402 
1宮教室環境iこ問題はなかった 3.03 0.89 I 3533 3.06 0.86 3290 3.00 0.83 i 3971 2.97 0.82 3941 3.09 0.80 i 4980 3.16 0.73 4124 3.54 0.60 471 2.84 。‘86i 881 3.06 0.82 24397 
20板書や視聴覚機器の文字'a!l表!立見やすかった 2.75 0.93 3536 2.83 0.89 3289 2.82 0.86 3970 2.83 0.86 3941 2.84 0.86' 4986 2.97 0.81 4122 3.30 。75 470 2.94 0.82 I 851 2.85 0.87 24399 
21授業内容な体系的に整理されていた 2.81 0.85 3534 2.86 0.86 3289 2.85 0.80 i 3970 2.93 0.78 3944 2.92 0.80 4983 3.01 0.76 4127 3.20 0.76 I 471 2.85 0.84 861 2.91 0.81 24403 
221受業はノートをとりやすかった 2.44 0.99 I 3537 2.53 0.97 3292 2.57 0.92 i 3968 2.59 0.91 3943 2.58 0.92 1 4984 2.67 0.89 I 4126 2.84 0.92 471 2.41 0.91 881 2.57 0.94 24408 
23綬業に参加しているという感覚がもてた 2.60 0.85 i 3510 2.61 0.85 3273 2.61 0.81 I 3946 2.57 0.77 I 3931 2.70 0.79 4971 2.77 0.76! 4101 3.12 0.78 469 2.67 0.71 871 2.66 0.81 24287 
24カリキュラムの中での位置づけがよくわかる綬業だった 2.69 0.84 i 3511 2.76 0.8引3272 2.79 0.79 3944 2.82 0.77 3930 2.91 0.75 I 4968 2.96 。 '7.zJ~~~2 3.16 。75 469 2.99 0.79 881 2.84 0.79 24283 
25自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった 2.93 0.87 I 3511 2.90 0.87 3269 2.85 0.82 3943 2.86 。79 3926 2.88 0.78 i 4964 2.89 日78 4102 3.13 0.80 469 2.83 0.83 i 88 2.89 日81 24271 
26自分の将来の進路に役!こ立っと患った 2.83 0.891 附 2.85 。β7i 326自2.84 0.81 3941 2.88 0.79 3923 2.92 0.77! 4964 2.95 0.76 4103 3.20 0.74 i 469 2自由 む78 871 2.89 乱81 24立66
2H亘書院lこわくわくするような感覚をもったことがあった 2.43 0.94 i 3511 2.53 0.91 ! 3266 2.54 0.87 i 3941 2.52 0.84 3928 2.63 0.84 4963 2.72 0.84' 4103 3‘02 0.78 I 468 2.68 ~.~~ i 88 2.58 0.87 24267 
28今後の学習のために必漫な知識や妓能が島に付いたと思う 2.65 0.87 I 3511 2.66 0.88 i 3271 2.72 0.80! 3942 2.72 0.77 3928 2.81 。77 4960 2.85 0.76 I 4100 3.12 0.73 I 468 2.78 0.80 ， 88 2.75 0.81 24267 
29この授業の関連分野に興味や欄心が深まった 2.57 0.89 3513 2.65 0.88: 3270 2.68 0.83! 3938 2.70 0.80 3929 2.81 0.80 I 4965 2.91 0.78 i 4104 3.20 0.71 470 2.76 0.84 I 881 2.74 0.83 24276 









講義科目け7年度入学生の学生単位平均の平士号の推移〕 05平前崎期 標偏準差 回有答効舷 05平後崎期 標偏準差 回有答効数 06平前勾織 標嬬準差 田有容効数 06平後均期 標偏差準 回有答効敏。7平前均期 標偏準差 回有答効鍛 07平後崎期 標偏準差 隠有答効数 08平前均期 標備準差 回有答効敏 08平後崎期 標備準差 回有答効敏 4総年合間 棋偏準差 留有答効数
登録科目数 14.15 2.40 969 11.02 3.05 916 13.45 3.33 891 13.14 3.65 887 13.08 3.70 904 11.86 4.17 876 5.94 4.51 401 6.84 7.53 851 89.45 24.31 宮96
合格科目数 11.14 3.16 969 13.18 3.56 916 9.05 3.12 891 8.93 2.89 i 887 9.45 3.03 904 8.21 3.17 876 3.62 2.58: 401 4.39 5.23 851 60.36 13.75 996 
登録科目得点{評価換算} 72.23 9.17 968 72.98 8.91 916 72.02 10.38 890 73.75 10.32 886 76.1 8.63 903 78.29 8.22 874 80.01 10.15 382 78.00 1.54 801 73.82 7.69 996 
綬業アンケート回答科目数 5.39 1.96 969 4.18 2.00 916 5.36 2.81 891 5.42 2.47 887 6.76 3.34 904 5.62 2.87 876 1.51 0.90 401 1.13 0.34 851 30.48 13.66 996 
講毅科呂アンケート回答科百数 3.66 1.62 969 3.61 1.83! 916 4.47 2.88 891 4.47 2.60 887 5.53 2.97 904 4.72 2.68 876 1.18 0.83 401 1.04 0.39 851 24.58 11.94 996 
演習等科目アンケート回答科目数 1.73 0.80 969 0.57 0.54! 916 0.89 0.79 891 0.95 1.27: 887 1.23 1.20 904 0.90 0.69 876 0.33 0.62 401 0.09 0.29 851 5.90 3.05 996 
性別 1.07 0.25 933 1.07 0.25 894 1.08 0.27 839 1.08 0.27 848 1.07 0.26 844 1.07 0.26 831 1.06 0.23 340 1.01 0.11 801 1.07 0.25 993 
年齢 18.70 0.80 938 19.21 
10一2140767i1i一8B889  3 
19.69 0.78 833 20.20 0.71 844 20.66 0.74 841 21.18 0.70 825 21.68 0.77 337 22.30 0.83 801 20.03 0.83 991 
講義回答科目得点(!:平li換算) 73.83 12.20 939 75.51 70.77 13.64 837 70.94 13.33 837 72.48 12.58 836 74.46 12.42 820 79.28 12.80! 330 80.18 15.43 791 72.71 9.81 i 993 
出席率 4.15 0.88 938 3.55 3.70 1.09 834 3.56 1.08 842 3.91 0.98 842 3.76 1.07 827 4.00 1.11 339 3.87 1.06 791 3.76 0.79 993 
01シラパスを参考にした 1.98 0.86 939 2.08 0.92 894 2.30 0.89 i 837 2.37 0.88 845 2.54 0.86 844 2.66 0.85 828 2.70 1.08 339 2.69 1.06 781 2.34 0.73 993 
02綬業の予復習をするように努めた 2.13 0.68 937 2.1 0.70 894 2.25 0.66 837 2.31 0.67 845 2.42 0.63 843 2.46 0.66 828 2.47 0.94 338 1.95 0.85 791 2.29 0.53 993 
03授業中は授業lこ集中していた 2.73 0.67 939 2.65 0.69 894 2.72 0.64 837 2.75 0.63 845 2.85 0.57 843 2.85 0.60 829 3.12 0.73 i 339 2.81 0.80 791 2.78 0.49 993 
04与えられた課題にきちんと取り組んだ 3.03 0.66 939 2.87 0.72 894 2.84 0.64 837 2.80 0.65 l 845 3.04 0.58 843 3.05 0.59 828 3.13 0.81 337 3.30 0.79 791 2.95 0.46 993 
05関連ある文献などを積極的に読んだ 2.02 0.72 938 2.11 0.74 894 2.27 0.69 I 837 2.34 0.68 l 845 2.46 0.65 843 2.52 0.66 828 2.62 0.95 339 2.32 1.00 791 2.32 0.55 993 
06疑問点など友人iこ聞いたり話し合ったりした 2.66 0.74 I 939 2.58 0.76 894 2.50 0.72 i 836 2.50 0.72! 845 2.65 0.69 843 2.62 0.70 828 2.65 0.95 339 1.89 0.89 791 2.57 0.57 993 
07教員に疑問点などを積極的i二質問するように努めた 1.85 0.68 937 1.86 0.70 893 1.97 0.68 837 1.97 0.69 845 2.11 0.69 843 2.16 0.71 828 2.39 1.00 339 1.67 0.77 781 2.01 0.57 993 
08授業1ま理解できた 2.60 0.58 940 2.63 0.59 893 2.69 0.57 838 2.69 0.54 844 2.78 0.52 844 2.86 0.50 829 3.12 0.65 i 339 3.16 0.63 791 2.74 0.42 993 
09綬業の目的が示されていた 2.73 0.59 939 2.82 0.63 893 2.77 0.60 i 838 2.84 0.54 i 845 2.96 0.49 844 3.01 0.51 829 3.34 0.66 339 3.39 0.66 i 791 2.87 0.43 993 
10どζが重要なポイントであるかがよくわかった 2.64 0.58 939 2.73 0.63 i 893 2.75 0.58 ¥ 838 2.77 0.55 i 845 2.88 0.49 843 2.93 0.52 829 3‘22 0.69! 339 2.99 出 78 2.79 0.42 993 
1学生自身に考えさせる工夫がなされていた 2.64 0.61 938 2.72 0.63 I 893 2.70 0.57! 838 2.70 叩以5 2.83 0.53 842 2.90 0.56 828 3.23 0.75! 339 3.15 78 2.75 0.44 993 
12授業中に学生の質問・発言などを促して〈れた 2.24 0.64 939 2.24 。.69! 893 2.27 0.62 837 2.30 0.62! 845 2.48 0.62 843 2.58 0.62 828 3.03 0.83 339 2.42 0.89 771 2.38 0.49 993 
13学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた 2.56 0.64 937 2.60 0.70 893 2.53 0.59 838 2.56 0.62 845 2.69 0.55 842 2.75 0.58 828 3.05 0.81! 339 2.46 0.88 791 2.64 0.46 993 
14肉容i二期する興昧を高めるための配慮があった 2.41 0.61 939 2.58 0.64 892 2.58 0.60! 836 2.57 0.57 844 2.74 0.55 842 2.83 0.57 829 3.21 0.70! 339 2.95 0.74 791 2.65 0.47 993 
15教科書・参考書、プリントなどが学習の助けになった 2.80 0.65 938 2.91 0.64 892 2.88 0.59 837 2.93 0.59 844 3.1 0.52 843 3.13 0.54 828 3.25 0.74 L 338 2.95 0.82 781 2.96 0.43 993 
16教富市の綬業1:対する熱意を感じた 2.83 0.61! 938 2.87 0.62 893 2.79 0.59 837 2.89 0.53 845 2.99 0.51 843 3.04 0.53 828 3.26 0.64! 338 2.88 0.70 791 2.92 0.42 993 
17成績評価の方法や基準等が碗らかにされていた 2.85 0.63 939 2.82 0.67 893 2.69 0.64 837 2.74 0.58 845 2.87 0.54 843 2.95 0.57 828 3.14 0.80 339 2.98 0.80 791 2.81 0.44 993 
18クラスサイズ(受議者数)1ま適切だった 3.05 0.59 939 3.05 0.64 892 2.93 0.59 837 2.91 0.61 i 845 3.11 0.51 841 3.18 0.53 829 3.50 0.60 337 2.87 0.88 791 3.06 0.41 993 
19教室環境に問題iまなかった 3.03 0.62 939 3.05 0.66 893 2.98 0.60 837 2.93 0.61! 845 3.10 0.56 843 3.15 0.56 829 3.52 0.59! 338 2.83 0.83 791 3.06 0.44 993 
20筏書や視聴覚機器の文字・図表iま克やすかった 2.75 0.62 938 2.85 0.62 893 2.78 0.58 837 2.79 0.59! 844 2.86 0.54 842 2.99 0.55 829 3.29 0.74 338 2.92 0.80 771 2.85 0.43 993 
21 佼業内容は体系的に整理されていた 2.82 0.57 938 2.87 0.60 893 2.81 0.58 837 2.89 0.55: 845 2.93 0.50! 842 3.02 0.52 829 3.19 0.73 1 338 2.82 0.85 771 2.91 0.43 993 
22綬業1;)ノートをとりやすかった 2.44 0.63 i 938 2.55 0.67 893 2.54 0.64 837 2.54 0.60 i 844 2.59 0.59 i 843 2.68 0.60 829 2.83 0.90 i 338 2.36 0.89 791 2.58 0.46 993 
23授業に参加しているという感覚がもてた 2.59 0.62 933 2.61 0.65 884 2.59 0.62 833 2.55 0.61' 843 2.70 0.57 843 2.75 0.58 826 3.14 0.76 338 2.68 0.70 781 2.66 0.49 993 
24カリキュラムの中での位置Eづけがよくわかる授業だった 2.67 0.61 935 2.73 0.64 884 2.76 0.60 833 2.76 0.59 842 2.92 0.53 842 2.94 0.56 826 3.15 0.77 338 3.01 0.76 791 2.82 0.46 993 
25自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった 2.91 0.63 935 2.90 0.61 883 2.80 0.62 833 2.81 0.57! 842 2.89 0.52 843 2.90 0.54 826 3.13 0.75 338 2.85 0.80 791 2.88 0.44 993 
26自分の将来の進路に役に立っと思った 2.81 0.66 935 2.85 0.61 883 2.81 0.59 i 833 2.82 0.57 842 2.92 0.53 843 2.94 0.55 826 3.19 0.72 338 2.98 0.77 791 2.87 0.45! 993 
27綬業にわくわくするような感覚をもったことがあった 2.43 0.70 935 2.53 0.68 I 883 2.52 0.66 833 2.51 0.63 842 2.63 0.61 843 2.72 0.64! 826 3.01 0.76! 337 2.67 0.76 791 2.58 0.53 993 
28今後の学習のために必要な知識や綾能が身に付いたと思う 2.61 0.64 935 2.66 0.64 884 2.70 0.61 832 2.69 0.57 842 2.81 0.53 842 2.84 0.57 825 3.12 0.72‘ 337 2.80 0.79 791 2.74 0.48 993 
29この授業の関連分野に興味や関心が深まった 2.56 0.64! 935 2.64 0.64 884 2.67 0.62 832 2.68 0.59 841 2.81 0.55 842 2.90 0.56 826 3.19 。71i 339 2.77 0.81 791 2.73 0.47 993 









議議科目('1酒生現役学生の回答単位平砲の推移J 前17年提耳 標偏準差 有回数効答 後17期年 標偏準差 有回数効答 前18期年 標備準差 有回数効答 1後8期年 練偏準差 有回数効答 前19期年 標偏準差 I 有回数答効 後19年期 標偏準差 有回数効答 2前0年期 標偏準差 I 有回数効答 2後0期年
f生JlIJ 1.07 0.26 i 2348 1.07 0.25 2293 1.07 0.25 3065 1.07 0.25 2390 1.07 0.25 3073 1.07 
00.4251i2222944 8 
1.08 0.27 3221 1.08 0.27 2222 
年齢 18.29 0.45! 2366 18.81 0.40 2232 18.27 0.44 2992 18.79 0.41 2337 18.25 0.43 3000 18.79 18.27 0.54 3156 18.80 0.40 2160 
得点(評価換算) 75.83 16.40 2408 77.1 16.88 2270 75.00 16.34 3036 74.91 17.26 2362 74.84 16.24 i 3043 77.34 16.79 2272 76.47 16.32 3171 74.05 16.48 I 2199 
出席率 4.34 1.00 2387 3.80 1.32 2264 4.37 0.94 i 2976 3.88 1.25 2339 4.38 0.97! 2975 4.06 1.18! 2239 4.46 0.90 3129 4.01 1.16 2168 
01シラパスを参考にした 1.90 0.93 2425 2.07 1.01 2286 1.99 0.93 3061 2.13 0.97! 2387 1.91 0.88! 3071 2.04 0.90 2289 1.99 0.94 3212 2.04 0.93 2216 
02授業の予復習をするように努めた 2.13 0.88 2422 2.12 0.89 2284 2.16 0.88! 3062 2.21 0.89 i 2387 2.24 0.89 i 3071 2.25 0.89 2286 2.31 0.89 3212 2.25 0.90 2216 
03授業中は授業に集中していた 2.72 0.84 2421 2.64 0.87 2286 2.74 0.86 3060 2.81 0.84 1 2381 2.83 0.84! 3066 2.80 0.81 2285 2.86 0.82 3212 2.80 0.83 2211 
04与えられた諜短にきちんと取り組んだ 3.07 0.91 2419 2.95 0.93 2281 3.10 0.85 3060 3.03 0.86 2386 3.18 0.82 i 3068 3.07 0.86 i 2278 3.19 0.84 3209 3.06 0.85 2209 
05間違ある文献などを積極約に読んだ 1.97 0.89 2417 2.07 0.89 2288 2.03 0.87 3056 2.24 0.90 2386 2.07 0.88 t 3070 2.28 0.88 2284 2.12 0.90 3211 2.26 0.94 2213 
06疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした 2.66 0.95 2423 2.59 0.94 2287 2.67 0.93 3060 262 0.93 2382 2.75 0.9日3ω7 2.70 0.90 2288 2.76 0.92 3209 2.66 0.93 2209 
07教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた 1.83 0.84 2422 1.86 0.84 2285 1.91 0.87 3060 1.94 0.88 2387 1.91 0.86! 3068 1.97 0.87 2286 1.95 0.88 3208 1.97 0.90 2213 
08授業は理解できた 2.60 0.80 2426 2.60 0.81 2286 2.61 0.82 3062 2.66 0.78 I 2387 2.62 0.831 3072 2.67 0.76! 2287 2.65 0.83 3212 2.70 0.78 2217 
09録業の目的が示されていた 2.72 0.82 2424 2.80 0.82 2285 2.72 0.86 3058 2.85 0.80 2386 2.78 0.83! 3068 2.87 ~77 1 2288 2.78 0.85 i 3211 2.93 0.75 2216 
10どこが重要なポイントであるかがよくわかった 2.66 0.84 i 2425 2.72 0.86 2284 2.66 0.86 3057 2.77 0.80 2388 2.74 0.85 i 3068 2.79 0.80! 2286 2.74 0.86 3213 2.85 0.82 2214 
1学生自身に考えさせる工夫がなされていた 2.61 0.85 2421 2.69 0.86 2284 2.60 0.85 I 3058 2.79 0.83 2382 2.71 0.84 i 3068 2.82 0.79 2288 2.70 0.87 3208 2.88 。‘80 2213 
12授業中に学生の質問・発言などを促してくれた 2.19 0.90 i 2420 2.17 0.89 2281 2.20 0.88 3051 2.37 0.91 2386 2.24 0.89 3069 2.35 0.87 2287 2.29 0.93 3210 2.46 0.92 2211 
13学生が提出した課鰭や疑問に対し適切な応答がなされた 2.54 0.90 2421 2.55 0.91 2280 2.57 0.89 3049 2.67 0.85 2381 2.66 0.87 3063 2.70 0.85 2277 2.65 0.89 3205 2.74 0.86 2203 
14内容に関する輿昧を高めるためのnaJ:tがあった 2.38 0.83 2418 2.53 0.85 2282 2.42 0.87 3052 2.61 0.84 2386 2.46 0.84 i 3063 2.61 0.80 2284 2.50 0.86 3207 2.70 0.82 i 2210 
15教科書・参考書、プリントなどが学習の動けになった 2.81 0.93 2421 2.88 0.91 2280 2.77 0.96 3057 2.90 0.90 2384 2.81 0.93 i 3070 2.97 0.85 2282 2.88 0.92 3210 2.97 0.86 i 2209 
16教師の授業に対する熱意を感じた 2.81 0.83 2419 2.85 0.83 2279 2.81 0.85 3056 2.92 0.80 2382 2.88 0.83 3070 2.90 0.78 2283 2.87 0.84 3209 2.96 0.78! 2211 
17成績評価の方法や基準等が明らかにされていた 2.63 0.90 2425 2.84 0.91 2284 2.65 0.88 I 3058 2.83 0.86 2385 2.67 0.88! 3065 2.80 0.85 2289 2.75 。‘89 3207 2.96 0.84 2213 
18クラスサイズ(受講者数)1ま適切だった 3.05 0.85 2423 3.06 0.84 2280 3.04 0.81 3059 3.07 0.79 2382 3.04 0.80 i 3067 3.06 0.79 2283 3.11 0.79 3209 315 0.77! 2213 
19教室環境に問題lまなかった 3.03 0.88 2420 3.05 0.85 2282 3.08 0.85 3056 3.08 0.83 2380 3.07 0.83! 3069 3.1 0.801 2282 3.13 0.85 3206 3.19 0.77 2209 
20板蓄や視聴覚機器の文字・図表l立見やすかった 2.76 0.93 1 2421 2.82 0.89 2281 2.76 0.91 3056 2.86 0.86 2384 2.82 0.88! 3064 2.85 0.85 i 2284 2.86 0.88 3204 2.96 0.83 i 2211 
21授業内容は体系的に整理されていた 2.80 0.84 2421 2.83 0.85 2282 2.80 0.86 3058 2.89 0.81 2387 2.90 0.82! 3070 2.87 0.81 I 2287 2.90 0.83 t 3207 2.95 0.80 2208 
22綬業{まノートをとりやすかった 2.44 0.98 I 2422 2.50 0.97 2284 2.44 0.97 3057 2.52 0.93 I 2384 2.55 0.95 i 3070 2.50 。告 2捌 2.59 0.95 3211 2.64 0.93 2212 
23綬業に参加しているという感覚がもてた 2.57 0.83 i 2406 2.59 0.84 2271 2.59 0.84 3050 2.66 0.83 i 2373 2.65 2.67 0.80 I 2280 2.70 0.83 3197 2.73 0.82 2199 
24カリキュラムの中での位置づけがよくわかる援業だった 2.67 0.82! 2408 2.76 0.85 2270 2.64 0.85 3048 2.86 0.80 I 2376 2.74 0.82 i 3059 2.89 0.80 I 2282 2.76 0.83 3196 2.90 0.79 2198 
25自分が専攻したい領域にとって重要な肉容だった 2.93 0.86 2407 2.90 0.86 2268 2.84 0.86 3043 2.91 0.83 2375 2.96 0.85 i 3062 2.99 0.81 2279 2.94 0.84 3197 3.00 0.80 2201 
26 El分の将来の進路に役に立つと患った 2.84 0.87 2406 2.85 0.86 2268 2.77 0.88 3045 2.92 0.84 2372 2.90 0.86! 3060 2.97 。γm2.90 0.85 3196 2.97 0.82! 2199 
27綬業にわくわくするような感覚をもったことがあった 2.42 0.92 2410 2.53 0.90 2267 2.42 0.92 3048 2.57 0.89 2373 2.47 0.90、 3059 2.60 0.87! 2280 2.50 0.93 3194 2.65 0.88 I 2201 
28今後の学習のために必要な知議や技能が身に付いたと思う 2.66 0.85 2408 2.66 0.87 2269 2.67 0.84 3048 2.74 0.83 2371 2.76 0.84! 3063 2.80 0.80 i 2278 2.76 0.85 3196 2.79 0.81 2202 
29この媛業の関連分野に興味や関心が深まった 2.56 。.88:2410 2.64 0.87 2269 2.55 0.90 3048 2.71 0.86 2371 2.60 0.87 3063 2.73 0.83 i 2281 2.63 0.89 3197 2.76 0.84 2201 









現役1回全の微分積分学A(前期)・微分続分学B(後期) 1微7年積度A 標偏準差 回有答効数 1微8年緩度A 標偏準差 回有答効数 1微9年稼度A 標偏準釜 回有答効数 初微年積度A 標偏準差 I回有答効数 1微7年積度B 標偏準差 I回有答効数 1微8年稼度B 標偏準差 回有答効数 1微9年穣度B 標偏準差 回有答効数 2微0年績度B 標偏準差 I回有答効数
性見1) 1.08 0.27 414 1.07 0.26 475 1.08 0.27 390 1.07 0.26 I 430 1.09 0.28 340 日両1028叩 0.27 357 1.07 0.25 337 1.09 0.28 375 
年齢 18.29 0.45 418 18.27 0.45 468 18.26 0.44 384 18.27 0.44 422 18.82 0.39 327 0.41 353 18.79 ~ 330 4 18.82 0.39 365 
得点(評価換算〉 73合66 15.94 428 73.56 15.60 473 69.24 15.32 388 71.30 15.22 428 78.67 14.781 339 74.79 17.11 354 74.18 74.28 15.26 373 
出席率 4.30 1.01 418 4.18 1.06 465 4.23 1.08 382 4.39 0.92 i 423 3.96 1.15 i 335 3.70 1.29 I 349 3.77 1.41 I 328 3.86 
01シラパスを参考にした 1.76 0.88 428 1.96 0.91 473 1.94 0.86 389 ~~ 0.88 430 2.07 1.01 339 2.12 0.96 I 357 1.99 0.89 I 336 2.08 
02綬業の予復習をするように努めた 2.20 0.83 428 2.28 0.84 475 2.42 0.85 390 2.40 0.81 430 2.34 0.84 339 2.38 0.83 i 357 2.42 0.85 I 336 日空?
|1034綬与業えら中れi立た綬課楽題にi集中していた
2.79 0.78 426 2.77 。‘82 475 2.91 0.81 390 2.87 0.76 430 2.78 0.83 339 2.90 0.81 I 355 2.86 0.80 I 334 2.94 
0.83 I 475 389 I~ぷ。 0.81 0.88 1 357 こきちんと取り組んだ 3.08 0.88 427 3.13 3.01 0.85 430 3.28 0.77 338 3.10 3.18 0.75 I 334 3.11 
間四関疑i問車ある文献などを積綴的に読んだ 1.91 0.89 427 2.11 0.92 I 475 2.17 。恥84 389 2.22 0.90 i 429 2.15 0.90 339 2.28 0.95 I 355 2.31 0.85ト竺 2.32 
点など友人に聞いたり話し合ったりした 2.93 0.87 427 2.87 0.90 I 475 2.85 0.90 388 2.98 0.85 I 428 2.98 0.88 339 2.87 0.92 I 356 2噂89 0.90 2.91 
07教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた 1.99 0.92 426 2.08 0.90 I 474 2.09 0.93 390 2.05 0.88 429 2.21 0.89 339 2.09 0.88 356 2.03 0.90 I 335 2.13 0.92 I 374 




2.51 0.85 I 475 2.78 0.76 I 390 2.64 0.77 I 430 2.77 0.79 I 339 2.71 0.76 356 2.84 0.73 335 2.95 
石&住76許ヲ型73 L 10どこが重要なポイントであるかがよくわかった 2.48 0.86 I 475 2.79 0.77 I 390 2.66 0.81 I 430 2.83 0.83 I 339 2.75 0.79 357 2.90 0.76 333 3.02 
1学生自身に考えさせる工夫がなされていた 2.79 0.80 I 427 2.66 0.90 1 474 2.75 0.78 i 390 2.79 3.00 0.81 I 339 2.78 0.86 356 2.93 。‘80 333 3.05 
12媛業中に学生の質問・発言などを促してくれた 2.34 
Qa3i一五7
2.37 0.91 i 474 2.16 
五0…五~~ 2.25 0.88 I 429 2.47 0.94 I 339 2.40 0.90 357 2.40 。‘90 335 2.61 0.91 i 373 13学生がf呈出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた 2.82 2.76 0.89 1 473 2.85 2.77 0.85 I 429 2.99 0.81 I 337 2.86 
0a886 3 7 
357 2.98 。‘78 333 3.01 0.78 i 372 
14内容に自書する興味を高めるための配慮があった 2.23 2.16 tf;: 2.35 2.33 0.83 I 430 2.48 0.84 I 339 22494 2 2.49 日: 334 2.60 0.80 I 372 2.88 0.87 I 430 15教科書・参考書、プリントなどが学習の助けになった 2.86 0.90 I 428 2.86 2.88 3.02 0.86 I 338 
357  
2.95 333 3.02 0.86 I 373 
16教自市の授業に対する熱意を感じた 2.85 0.76 I 427 2.73 0.88 i 474 2.87 0.77 I 390 2.77 0.82 I 430 2.93 0.79 I 338 2.84 0.83 2.92 0.81 2.97 0.77 I 373 
ト
17成績評価の方法や基準等が明らかにされていた 2.79 0.86 427 2.77 0.90 475 2.94 0.80 390 2.91 0.85 428 3.00 0.87 i 339 2.97 0.80 357 3.08 0.79 335 3.17 0.80 373 
18クラスサイズ(受講者数)fま適切だった 3.29 0.74 427 3.26 3.35 0.67 I 388 3.27 0.68 429 3.28 0.73 338 3.25 0.68 355 3.30 0.72 334 3.32 0.70 373 
ト白
0.77 I 357 372 19教護環境に問題はなかった 3.26 0.80 3.29 475 3.33 0.70 I 390 3.27 0.72 430 325 。‘76 339 3.22 3唱-0283 0.70 334 3‘27 日々72
20板番や視聴覚機器の文字・図表i立見やすかった 2.97 0.86 2.77 0.92 I 475 3.04 2.92 0.82 430 2.99 0.86 339 2.85 0.86 I 357 0.86 334 3.12 0.76 373 
21授業内容は体系的に整理されていた 2.84 0.87 424 2.78 
一……「一




3.13 0.78 I 370 
22援業!まノー トをとりやすかった 2.80 。‘92 427 2.60 475 2.97 0.90 I 390 2.87 0.84 430 2.81 0.95 339 2.71 357 2.95 3.10 0.82 i 372 
23綬業に参加しているという感覚がもてた 2.72 0.78 423 2.58 0.86 473 2.72 0.79 389 2.74 0.75 429 2.76 0.82 338 2.69 0.85 356 2.80 0.80 332 2.89 日77! 370 
22 24カリキュラムの中での{立憲つ、けがよくわかる授業だった 2.63 0.77 423 2.55 0.86 473 2.78 0.77 387 2.78 0.76 429 2.85 0.82 338 2.87 0.74 356 2.97 0.76 332 2.97 0.76 I 429 25自分が専攻したい領嫌にとって烹要な内容だった 3.00 0.81 423 2.71 0.84 472 2.89 0.81 388 2.88 3.05 0.78 338 2.96 0.78 356 3.06 0.77 332 3.02 
26自分の将来の進路に役に立っと忍った 2.81 0.82 423 2.59 0.87 471 2.77 0.82 387 2.76 0.78 i 429 2.98 0.77 338 2.90 0.82 356 2.96 0.77 331 2.94 0.79 370 
ト町
27授業にわくわくするような感覚をもったことがあった 2.24 。守86 424 2.15 0.88 i 472 2.36 0.83! 386 2.38 0.85 429 2.51 0.87 338 2.40 0.88 356 2.49 0.81 332 2.64 0.85 370 
28今後の学習のために必要な知識や技能が身iこ付いたと思う 2.71 0.79 424 2.58 0.87 I 472 2.74 0.80 388 2.72 0.80 i 428 2.83 0.81 338 2.78 
0.83 1 
356 2.90 0.76 332 2.92 0.75 370 
129-この授業の関連分野に興味や関心が深ま三元一一一 2.32 。‘80 424 2.25 0.88 I 472 2.42 0.82 388 2.46 0.83↓仰 2.61 0.84 338 2.50 355 2.60 一五百円示 2.67 0.83 370 









現役1回生の線形代数学A(前期〉・線形代数学B(後期) 1線7年形度A 標偏準差 回有答効数 1線8年形度A 標偏準差 回有答効数 1線9年形度A 襟偏準差 回有答効数 2線0年形度A 標偏準差 回有答効数 1線7年形度B 偏標準差 回有答効数 1線8年形度B 標備義準 回有答効数 1線9年形度8 4偏票準差 回有答効数 2線0年形度8 標偏準装 I回有答効数
性 jlj 1.07 0.25 445 1.07 
2a04初4包3十|」竺49主7 
1.08 0.27 487 1.08 0.28 530 1.08 0.27 417 h;: 0.26 394 1.08 0.27 379 1.07 0.26 389 トー 一一
|一H得年一点一齢(一評価換算) 18.29 。‘45 448 18.25 18.24 0.43 479 18.32 0.90 515 18.80 0.40 404 0.39 388 18.79 0.41 370 3 18.80 0.40 380 
76.61 17.01 457 73.88 75.50 15.94 483 75.56 15.51 524 73.45 17.03 412 72.04 17.03 392 72.17 17.72 71.11 16.92 3781 
出席率 4.38 0.98 453 4.33 0.96 485 4.40 0.91 473 4.42 0.94 510 3.91 1.22 408 3.93 1.27 387 3.81 1.30 374 3.89 1.24 378 
1.88 0.95 456 1.95 0.92 495 1.83 
o0-，8E6 4 
487 1.98 0.92 526 1.97 0.99 i 415 2.03 0.96 394 1.99 0.88 376 1.97 
aー脚附←ω 7ー十三一ω3一面8z 8旧同2綬銀シ濃ラ筆の中ス予立を簿復参習業考をこす集しる中たよし引てこ努めた 2.31 0.87 
45自7 22393  
0.85 496 2.26 487 2.35 0.84 526 2.18 2.33 日ヨ 2.28 0.88 375 2.36 いTこ 2.87 0.87 0.86 495 2.91 0.85 485 6 2.93 0.80 527 2.87 22998  2.76 0.91 376 2.89 
O… 0B9832144586 7 0.88 ~~与えられた課題にきちんと取り組んだ 3.23 3.06 0.82 495 3.10 0.84 2.98 526 2.94 2.93 0.99 376 2.93 05関連ある文献などを積樋的に読んだ 21879 8 2.02 0.89 495 2.03 0.91 487 2.19 0.92 526  21978 2 2.15 0.90 I 393 2.24 0.93 377 2.34 
087教疑問員点に疑など問友点人なにど聞を積い綴た約り話にし質合問っすたるりよしうたに努めた
2.82 0.88 495 2.89 0.88 487 2.81 0.85 2.77 0.87 I 391 2.77 0.92 377 
21792 3 
0.851 制1.92 1.95 0.84 495 1.86 0.87 486 2.02 0.90 526 1.76 1.90 1.88 0.82 377 
08綬業iま理解できた 2.80 0.82 457 2.67 0.81 495 2.56 0.88 487 2.61 0.83 I 527 2.62 苛pmf:p: 2.56 0.83 393 2.54 0.86 378 2.61 同一HO9授ど一こ業一がの]目的が示されていた 2.68 0.83 456 2.60 0.88 494 2.55 0.88 486 2.70 0.84 I 526 2.79 2.71 0.84 393 2.70 0.83 378 2.86 
重要なポイントであるかがよくわかった 2.79 0.87 457 2.68 0.91 495 2.70 0.91 487 2.76 ~~~7 2.84 2.81 0.81 394 2.73 0.89 I 378 2.84 0.87 386 
1学生自身に考えさせる工夫がなされていた 2.79 0.85 I 457 2.68 0.87 I 4941 2.60 0.88 486 2.59 0.84 I 527 2.83 2.70 0.83 I 392 2.75 2.80 0.82 387 
UG 088幻
H123授学生業が中提に出学し生たの言質問・発言などを促してくれた 2.32 0.90 I 456 2.13 0.92 487 2.35 2.19 0.88 I 415 2.19 0.90 I 394 2.25 0.92 I 378 2.38 0.98 387 
0.87 I 457 2.64 課題や疑問に対し適切な応答がなされた 2.80 。‘86 486 2.75 2.78 0.85 415 
22730 1 
0.84 i 393 2.71 0.90 I 378 2.80 0.86 384 
0.84 i 416 0.86 I 393 14肉容に関する興味を品めるための配慮、があった 2.36 0.83 I 456 2.19 0.82 484 2.37 2.44 2.39 0.84 I 378 2.47 0.83 384 
日;42
H一同5教教科師一書・参考書、プリントなどが学習の助けになった 3.16 0.79 I 456 2.92 0.92 I 4931 2.94 0.89 487 2.93 3ω03 0.84 I 415 2.97 0.88 I 393 2.98 0.87 I 378 2.97 0.83 
385 7 
-21 の授業に対する熱意を感じた 2.89 2.78 0.88 I 4931 2.69 0.86 486 2.80 2.94 0.77 I 415 2.81 。β3I 394 2.74 0.82 I 376 2.91 17成績評価の方法や基準等が明らかにされていた 2.82 2.76 0.87 I 4941 2.73 0.91 484 2.91 2.91 0.80 I 415 2.96 0.83 I 394 2.84 0.85 I 377 3.05 0.79 387 
189教クラ室ス環サ境イにズ問t受題講は者な数か)っiまた適切だった
3.35 0.67 458 3.37 
-0a0十67mー411「4示94  
3.30 0.69 487 3.32 0.67 I 526 3.31 0.69 415 3.29 
10O出7随01{J33主9幻3 
3.21 0.72 376 3.34 0.68 386 
526  三:; 3.30 13~1瓦3.39 0.64 456 3.37 3.32 0.72 487 3.30 0.71 0.77 415 0.82 377 3.30 0.71 387 20板書や視聴覚機器の文字・図表iま見やすかった 2.91 0.91 457 2.83 2.80 0.94 485 2.92 0.91 0.90 415 2.92 2.90 0.89 376 3.02 0.83 386 
221綬綬業業内iま容ノーはト体を系とり的やにす整か理っさたれていた 22986 1 0.897 1 
457 2.84 0.89 494 2.86 0.89 
486 7 
2.90 0.85 526 2.98 0.82 413 2.93 0.86 394 2.88 。、89 377 3.03 0.80 386 
457 2.73 0.98 494 2.71 0.97 2.83 0.92 527 2.87 0.90 415 2.75 0.96 393 2.77 0.94 377 2.91 0.92 388 
234綬カリ業キにュ参ラ加ムしのて中いるという感覚がもてた
2.74 0.83 454 2.68 0.87 493 2.60 0.83 483 2.72 272 0.83 412 2.61 0.85 390 2.57 0.85 375 2.68 0.84 386 
トー一一
での{立緩づけがよ〈わかる授業だった 2.64 ).79 454 2.58 0.84 493 2.56 2.72 0.81 524 2.78 0.81 412 2.76 0.79 391 2.76 0.82 374 2.77 0.79 385 
25自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった 2.76 0.86 453 2.69 0.82 493 2.74 2.75 0.83 525 2.96 0.80 411 2.83 0.81 391 2.93 0.79 374 2.89 0.82 387 
26自分の将来の進路lこ役に立っと怒った 2.66 。会86
453 1 
2.56 0.83 492 2.59 2.69 0.82 524 2.80 0.82 411 2.70 0.82 390 2.80 0.85 374 2.78 0.85 387 
27綬業にわくわくするような感覚をもったことがあった 2.35 0.88 2.25 0.90 491 2.19 2.32 0.86 524 2.38 0.90 411 2.29 日竺ゴ竺r-.!竺 0.88 374  2.36 0.91 386 
2S9今この後授の学業習のの関た連め分に野必l要こ興な味知識や技能が身に付いたと忍う 2.79 0.81 453 2.63 0.82 493 2.68 2.70 0.82 524 2.74 0.83 410 2.73 
1l10a 8883253339引0  22758戸150 0 
0.87 2.69 0.85 386 
業 や関心が深まった 2.41 0.86 453 2.35 0.87 492 2.31 2.43 0.85 523 2.48 0.86 411 2.42 0.83 375 2.49 0.84 387 









現役1窓生の基礎物1理化学A'，前期、・基泌物理化学B<後期)1物7年化度A 標偏準差 呂有答効数 1物8年化度A 標備準法 jiE有l答効数 1物9年化度A 4備Z三室軍長 回有答効数 2物0年化皮A 標偏準義 回有答効数1:物7年化度日 綴偏準羨 回有空事効数 1物8年化度8 標{厳準禁 回有第効数 1物9年化度B 標備準荒 回有主客効数 2物0年化度包 標偏準差 jiE有l~効数
性別 1.07 12 1.06 0，24 354 1.06 0，23 309 1.08 者ζ 107 0.25 275 181087 1 0.25 1 200 1.06 0，24 265 1.08 1，28 226 ト一一一 196 
得年点齢(~平{蕗換算 18，28 18，28 OA5 344 18，25 OA3 301 18，26 18，79 0-41 267 18，82 0，38 258 18，77 OA3 220 74，68 16，19 1 327 74.44 15，93 351 72.76 14，62 308 73，14 7026 19，38 269 64，30 74，85 18-41 262 6643 17，56 222 
出席率 4，24 1.00 325 4，34 0，97 i 336 4，37 1.03 I 304 4Al 0，89 I 314 3，92 1.15: 271 392 1.26 I 196 4，13 1.09 258 3，93 1.13 220 
β陣回f授bラ業業中のス予立を復授参習業考をににす集しるた中よしうてにし、努ためた
2，03 0，94 330 1.92 0，86 354 1，98 
085  
308 196 0，97 322 2，1 0，97 271 2，04 0，98 199 2，1 0，91 265 1，79 0，85 225 
2，19 。‘83 330 2，20 0，85 354 2-40 308 2，26 0，88 322 2，26 0，73 272 2，1 0，86 200 2，39 0，80 264 2，08 0，80 225 
2，85 0，78 329 2，73 0，89 354 2，91 0，82 308 2，89 。‘82 322 2，76 0，79 272 2，76 0，89 199 2，91 0，81 265 2，79 。79 225 
309 04与えられた課題にきちんと取り組んだ 3，01 0，90 328 2，99 
。0‘9891 354 3 
3，28 0 77 3，17 0，80 322 3，03 0，77 272 3，00 0，93 200 3，12 0，80 263 3，09 0，82 221 
105関i車ある文献などを積騒音守!こ読んだ 2，04 0，88 330 1.93 2，15 88 309 1.96 0，89 322 2，10 0，84 272 1.99 0，84 200 2，23 0，83 265 1，84 0，82 226 
06疑問点なと友人に聞いたり話し合ったりした 2，68 0，88 330 2，69 0，92 353 2.86 。白86 309 2，74 0，95 321 268 0，85 272 2，57 0，89 199 2-74 0，81 265 2，67 0，94 224 
。7教員に疑問点なとを粉綴的に質問するように努めた 1.96 0，83 330 1.84 0，84 353 2，00 0，83 308 2，02 0.88 321 1.88 0，77 272 1.79 0，82 199 2，05 0，83 265 1.74 0.82 226 
08綬業iま理解できた 2，55 0，77 330 2，47 0.81 354 2，56 0.82 309 2.49 0，83 322 2，59 0，76 273 2自4 。守75 200 2，65 2，60 0.73 225 
09 授業の倒的が示されていた 2，77 0，78 330 2，67 0，82 354 2，65 0，77 309 2，60 0，80 322 2，77 0，77 273 2，74 0，78 199 2，83 2，89 0，71 225 
|101 と学こ生が自君身主に喜な考ホえイさンせトるで工あ夫るがかながさよれくわてかった
2，70 0，78 330 2，73 OB5 353 2，69 0.84 308 263 0，88 323 2-75 0，81 273 2，78 0，75 199 2，87 2.93 0，33 226 
し、Tニ 2，65 0，79 330 2，57 0，83 353 2，74 。‘80 308 2，72 0，89 322 2.74 0.73 273 2，74 0，78 198 2，86 0，74 265 2，95 0.78 225 
12綬集中に学生の質問・発言などを{足してくれた 2，23 0，89 328 2，05 0，84 353 2，14 0，89 309 2，14 0，92 322 212 0，78 273 1.95 0，78 199 2，18 0.75 265 2，1 0，83 225 
13学生が提出した課題や疑問に立すし適切な応答がなされた 2，55 0，85 329 2，50 0，33 353 2，67 。今86 308 2，53 0，94 323 2.65 0，84 273 2，53 0，82 197 2，69 0，81 265 2，78 0.90 224 
14内務に関する興味を高めるための配慮があった 2，37 0，77 326 2，24 0，78 353 2，28 0，81 309 2，31 0，86 322 2.46 0，75 273 2.40 0，74 199 2，56 。，77 264 2.53 0.78 225 
15教料議・参考書、フリントなどが学選の助けになった 2，77 0，91 329 2，64 1.02 354 2，72 0，95 308 2，64 1.00 321 2，82 0，91 273 2，72 0，98 196 2，88 0.91 264 2，99 0，95 225 
16教師の授業に対する熱:怠を感じた 2，84 0，84 327 2，75 百86 353 2，74 0，86 309 2，67 0，86 323 2，81 0，75 272 2.80 0，77 198 2.84 0，80 265 3，03 0，76 226 
17成績評価の方法や基準害事が明らか{こされていた 2，70 0.88 329 2，63 0.88 353 2.62 0，84 308 2，67 0，88 322 2，73 0，82 273 2，62 0，78 198 2，71 0.83 265 2.83 0，86 226 
18クラスサイズ(受講者数)は適切だった 3，07 0，75 329 2，98 0，83 354 2，93 0.82 308 2，99 0，83 323 2，94 0，80 272 3，04 0，76 198 2，95 0，85 265 3，19 0，74 226 
一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一』、一一向晶』晶一一一一一一一一
19教室環境iこ問題はなかった 3，05 0，81 329 3，01 0，86 353 3，00 0，79 308 3，14 0，83 322 3，01 0，84 273 3，09 0，77 198 3，07 0，82 264 3，29 0，69 226 
20板書や視聴覚機器の文字・図表i立見やすかった 2，81 0，83 328 2，77 0，86 353 2，66 0，80 306 2，80 0，87 322 2，75 0，84 272 283 0，88 198 2，84 0，78 265 313 0，75 225 
21授業内容は(本系約に整理されていた 2，81 0，83 329 2，83 0，85 354 2，75 0，82 309 2，79 0，86 323 2.81 0，82 273 2，88 0，83 199 2，81 0，76 265 315 0，74 226 
22授業はノートをとりやすかった 2，59 0，95 329 2.40 0，93 354 2.48 0.96 309 2，60 0，95 322 2，51 0，91 273 2，65 0，89 199 2，53 0，84 265 2，78 0.93 226 
231受業に参加しているとしづ感覚がもてた 2，61 0，76 327 2，50 OB4 351 2，65 0.82 309 2，61 0，84 317 2.，63 0，78 272 2，60 0，77 198 2，71 0.75 265 2，72 0.79 225 
24カリキュラムの中での位Eiづけがよくわかる授業だった 2，72 0，79 326 2.62 350 276 0，84 309 2，70 0，77 317 2.76 0，78 272 2，78 0，78 199 2，94 1，79 265 2，94 0，77 224 
25 !3分か専攻したい領域にとって援要な肉若手だった 2，80 0，79 327 2-75 349 2，86 0，88 307 2，82 0，81 316 2，86 日77 272 2，85 0.78 199 3，05 0，73 264 3，08 0.74 224 
0，80 26自分の将来の進路に役に立っと思った
22377 9 
328 2，74 な89 351 2，91 0，84 307 2，82 0，83 317 2，85 0，75 271 2，86 0.79 198 3，09 0，74 264 3，01 0，81 225 
27ii喜楽にわ〈わくするようなf¥!;:犯をもったことがあった 0.86 328 2，24 0，37 351 2.39 0.91 309 2.，35 0，91 317 2.48 0，83 271 2，39 0.83 198 2，60 0.86 264 248 0.87 225 
23今後の'+訟のために必要な知識や筏能力、身に付いた1::，:どう 2，61 0，32 
328  2 65 
0.85 351 2，80 0.83 309 2，71 0，88 317 2.69 0.80 
272 1 
2，72 0，71 198 2，86 
00074222684  4 
2，82 079 225 
29この綬菜の関連分聖子に興味や関心が深まった 251 0，84 44 0，84 351 2，60 0.37 309 2A9 な84 317 2，66 0，83 2，61 0，81 197 
時079 
2，68 0，81 225 









現役1回生の線形有機化学A(前期1・線形有機化学B(後期)1有7年機度A 標偏準差 ig有i答効数 1有8年機度A 標偏準差 回有答効数 1有9年機度A 標偏準差 回有答効数 2有0年機度A 偏標準差 I回有答効数 1有7年機度臼 標偏準差 回有答効数 1有8年機度白 標偏準差 I回有答効数 1有9年機度B 標偏準差 |lg有l答効数 2有0年機度B 標偏準差 回有答効数
性別 1.09 0.29 196 1.08 0.27 213 1.07 0.26 161 1.12 
画 184 181088 2 日:;1S84 2 1.09 罰う:;1.09 0.29 145 1.12 0.32 156 年齢 18.28 18.30 0.46 203 18.28 0.45 160 
8181290 6 日竺? 18.84 0.37 141 18.80 0.40 153 4 
得点{評価換算) 7.71 14司78 199 68.36 13.65 211 76.75 12.86 160 10.45 i 181 75.30 16.73 183 78.10 72.35 12.85 144 68.46 17.08 
出席率 4.32 0.90 198 4.47 0.79 207 4.56 0.75 158 4.50 0.77 178 4.30 0.87 180 4.27 0.87 i 182 4.14 1.14 I 143 4.07 1.12 152 
01シラパスを参考にした 2.08 0.96 204 2.12 0.96 I 213 2.04 0.84 161 2.09 0.93 186 2.29 0.98 184 2.46 1.01 183 2.23 0.95 145 2.21 0.90 156 
02授業の予復習をするように努めた 2.50 0.85 204 2.61 0.87 213 2.74 2.60 0.84 ，;お 2.80 0.81 184 2.88 0.76 183 2.69 0.88 145 2.62 0.89 156 




184 日:0.77 i 183 2司96 0.83 144 2.83 0.85 I 156 2.97 0.83 213 I 3.32 3.23 04与えられた課題にきちんと取り組んだ 3.09 3.24 184 0.71 I 183 3.37 0.69 し竺! 326232  
1g 1871!1? 55 
ト一一一
05関連ある文献などを積徳的に読んだ 2.07 0.87 I 203 2.09 0.83 211 2.28 2.26 2.33 0.86 184 2.43 0.81! 183 2.48 0.90 145 
0.84 i 186 06疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした 2.78 0.81 I 204 2.80 0.79 212 2.86 2.92 2.76 0.81 184 l---~.90 0.82 I 182 2.92 0.82 145 2.83 
07教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた 1.96 0.841 捌 2.07 0.91 212 2.17 2.23 0.90 I 186 2.04 0.79 184 2.33 0.91 183 2.14 0.88 144 2.06 0.87 I 156 
08授業1;1;理解できた 2.82 0.71 i 204 2.88 0.71 212 3.17 3.12 0.63 I 186 2.95 0.69 184 3.05 0.621 183 2.93 0.74 145 2.83 0.75 I 156 
09綬業の自約が示されていた 2.76 0.76 204 2.90 0.79 211 3.36 0.66 160 3.23 0.73 185 2.96 0.78 184 3.13 0.71 183 3.09 0.73 I 145 
Z2980 3 
一0079F07十1;i-115F 6 6 10どこが重要なポイントであるかがよくわかった 2.81 0.83 204 2.95 0.83 212 3.56 0.59 161 3.29 0.71 185 3.01 0.79 184 3.17 0.70 183 3.06 
161 1学生自身{こ考えさせる工夫がなされていた 2.68 0.85 204 2.68 0.82 211 0.66 3.10 。73 185 
22738 0 
0.82 184 3.32 0.68 183 2.90 2.82 
2.48 2.47 12授業中に学生の質問・発言などを{足してくれた 2.19 。サ84 204 2.17 0.85 212 0.91 161 2.60 0.93 185 0.90 183 2.95 0.83 183 0.94 I 156 
13学生が提出した課題や疑問に対しi趨切な応答がなされた 2.71 0.85 I 204 2.83 0.86 I 212 3.27 
o … 0臥臼764{ 1創剖61 3.17 0.78 183 2.63 0.93 184 3.07 0.82 183 2.99 2.86 。β9I 156 M同4内教容科師ヰ二関する興味を高めるための配皐があうた 2.54 0.83 I 204 2.61 0.91 I 212 3.14 ~~~~ 0.79 185 2.52 0.83 184 2.97 0.79 183 2.63 2.59 0.85 I 156 書司参考書、プリントなと、が学習の動けになった 3.14 0.77 I 204 3.12 0.80 I 212 3.46 3.36 0.68 185 3.25 0.71 183 3.37 0.69 183 3.32 3.21 0.79 I 156 
の授業iこ対する熱意を感じた 2.87 0.85 I 204 2.85 0.841 212 3.38 0.67 185 2.93 0.79 183 3.31 0.74 183 2.98 主目 145 2.83 
主1討づ56
17成績評価の方法や基準等が明らかにされていた 2.68 0.87 I 204 2.81 0.83 I 211 3.24 0.78 i 160 3‘03 0.83 185 2.84 
0.80 8 183 4 
3.12 0.73 183 2.99 145 3.00 
18クラスサイズ(受講者数)1立適切だった 2.84 0.95 I 204 3.08 0.75 I 212 3.24 0711161 3.25 0.76 185 2.93 3.34 0.69 183 3.19 0.79 i 145 3.06 
19教室環境iこ問題lまなかった 2.83 0.93 I 204 3.09 0.82 I 212 3.19 0.79 I 160 3.26 0.82 184 3.01 0.84 184 3.34 0.67 182 3.26 
帯主計え
3.12 
20板蓄や視聴覚機器の文字・図表i立見やすかった 2.76 0.92! 203 2.76 0.88 I 211 3.18 0.69 i 160 3.09 0.79 184 2.83 。ゐ77 184 3‘05 0.79 182 2.94 2.68 
21授業内容は体系的に整理されていた 2.93 
0802 1i22004  22492 1 ~-~一7936一一一12 1 3.35 0.61 I 161 3.26 。71 185 22490 4 0.83 184 3.11 0.71 183 3.04 2.79 0.87 I 155 
0.87 I 161 日8222授業はノートをとりやすかった 2.22 2.87 0.84 185 0.91 184 2.77 0.82 183 2.43 2.29 0.88 I 155 
23綬業に参加しているという感覚がもてた 2.71 0.82 204 2.74 0.81 210 3.12 0.74 I 160 3.03 0.72 I 185 2.73 0.78 184 2.98 0.75 I 183 2.71 0.80 145 2.61 
24カリキュラムの中での位雀づけがよくわかる授業だった 2.87 0.79 204 2.95 0.81 210 3.26 3.16 0.73 i 185 3.03 0.79 184 3.28 0.751 183 3.17 。β1 145 
0.85 3.60 0.84 
25自分が専攻のした進い路領に減役ににと立っってと重怠要っなた内容だった 3.12 0.85 203 3.21 210 3.46 0.73 185 184 3.32 0.80 I 183 3.40 0.80 145 
26自分の将来 3町06 0.90 203 3.19 0.87 210 3.59 0.68 I 160 3.50 0.71 185 0.87 184 3.38 0.75 I 183 3.36 0.85 145 
2H受業にわくわくするような感覚をもったことがあった 2.68 0.91 204 2.80 0.90 
2010 9 
3.14 。78I 160 3.08 0.86' 185 2.69 0.89 184 2.93 0.86 I 183 2.78 0.91 145 
2.98 3.08 「三.3928今後の学習のために必要な知識や技能力t身に付いたと思う 0.75 204 0.77 0.63 I 160 3.28 0.72 I 185 
32092 5 
0.78 184 3喰24
11037土5 182 3.20 。届79 145 3.07 トー
29この綬業の目思議分野に興味や関心が深まった 2.86 0.85 204 2.98 0.87 209 3.38 。71I 160 3.24 0.81 I 185 0.80 184 3.20 182 3.06 









現役l[ill笠の物JIj!学基礎論Ai前期い物理学基礎論B(後期j 1物7年理度A 標偏準差I回有答効数 1物8年淫度A 標偏準差 I~有1答効主 1物9年詮度A 標偏法準 回有答効数 2物0年選度A 標偏準差 回有答効数 1物7年理度B 標偏準差 |回有答効数 1物8年蕊度B 標偏準差I回有答効数 1物9年種度B 標偏差準 回有答効数 2物0年怒度8 標偏準差 回有答効数
t1 }lIJ 1.07 
沼0124引1569344400907 0 g
1.07 0.25! 448 1.06 ~~:;: i ::: 1.08 0.27: 492 1.05 0.22 241 1.07 0.26 280 1.07 。‘25 240 1.06 0.24 286 18.26 年齢 18.30 18.25 0.44' 441 18.28 0.45 480 18.81 0.39 235 18.80 0.40 268 18.76 0.43 237 1881 0.39 274 
得点人評価換算7 69.31 69.73 22.24 436 67.75 20.24 i 470 67.77 20.11 477 74.63 15.36 234 73.92 14.70 277 82.4宮 16.13 236 74.97 15.88 286 
出席率 4.12 4.21 1.14' 435 4.16 1.17 I 465 4.25 1.12 478 3.89 1.29 239 3.65 1.36 275 4.17 1.11; 234 3.95 1.19 I 279 
同一同21シk一受一ラ業パのス予を復参蓄考一をにす←しーるたように努めた
1.89 0.89 412 2.04 。ν96 448 1.95 0.86 483 2.01 0.94 491 2.05 0.95 241 2.20 0.90 280 2.03 0.86 240 2.21 0.94 286 
2.22 0.84 412 2.19 0.84 447 2.34 0.84 483 222 
082 6 491  
2.24 0.86 240 2.36 0.85 280 245 0.86 240 2.39 0.86 286 
03授業中は授業に集中していた 2.74 0.86 412 2.77 0.90 447 
282 8 
0.89 483 2.81 0.83 241 2.76 0.84 280 2.87 0.79 239 2.67 0.87 286 
ゆ旧4与関連えらあれるた文課献題なにきちんと取り組んだ 2.72 0.98 409 2.95 446 0.91 483 2.85 0.93 489 287 0.90 240 2.97 0.90 280 3.15 0.83 239 3.13 0.79 285 




2.70 0.89 448 2.79 0.94 482 2.75 0.94 492 2.65 0.91 241 2.73 0.86 28日 2.83 0.86 240 2.78 0.93 285 
1.69 0.77 1.79 0.85 448 1.78 0.82 483 1.82 0.83 490 1.75 0.79 241 1.91 0.83 280 1.79 0.76 240 1.86 0.87 286 
08授業iま理解できた 2.21 。、84 412 2.25 
0G 80 5 
448 226 0.81 483 2.21 0.84 491 2.29 0.78 241 2.53 0.77 279 2.63 0.76 240 2.55 0.78 286 
。自綬来の目的が示されていた 0.88 412 2.56 447 2.56 0.79 482 2.57 な89 491 0.81! 241 2.86 0.80 I 279 2.91 2.89 0.77 286 
10どこか重要なホイントであるかがよくわかった 2.50 0.87 I 412 2.44 0.85 I 447 2.50 0.84 482 2.53 0.89 I 491 2.67 0.86! 240 2.82 0.83 279 2.89 2.88 0.81 285 
1学生自身に考えさせるヱ夫がなされていた 2.56 0.91 I 411 2.50 0.91 I 448 2.50 0.85 482 2.45 2.51 0.82 I 240 2.72 0.80! 279 2.65 2.89 0.72 286 
12 j安楽中に学生の質問・発言などを促してくれた 2.12 0.92 i 411 2.17 0.90 446 2.18 0.87 483 2.19 1.98 0.81 i 240 2.29 0.84 279 
22714 9 
2.26 0.82 285 
13 学生がt~tHした課題や疑問に対し適切な応答がなされた 2.46 0.87 i 411 2.59 0.87 I 445 2.57 0.85 481 2.58 0.93 i 490 2.33 0.82 I 239 2.67 0.84 i 279 2.67 0.81 284 
14内容に関する興味を高めるための配慮があった 2.19 0.82 I 412 2.26 0.82 I 447 2.20 0.77 |トー一4一8一2 2.23 0.83 I 490 2.31 0.79 i 240 2.53 0.82 i 279 22497 3 
2.74 0.86 285 
15教科書・参考書、フリントなとの古学習の助けになった 2.89 0.85 I 412 2.68 0.95 I 447 2.90 0.86 432 281 0.95 I 49 2.81 3.13 0.83 279 3.11 日.77 285 
0.88 I 447 2.81 日.85 3.00 16教師の綬業{こ対する熱意を感じた 2.80 
00890544112  2Z570  
483 2.83 0.85 i 488 2.80 0.81 I 279 2.98 2.99 0.83 285 
2.54 17成績評価の方法や基準等が明らかにされていた 0.83 I 448 2.61 0.86 483 2.69 0.88 I 490 2.98 2.96 おけ;:2.93 0.89 I 240 3.07 0.81 286 0.78 I 238 18クラスサイズ(受講者数Hま適切だった 2.67 0.93 I 412 2.68 0.83 I 447 2.74 0.86 482 2.87 0.88 I 490 2.96 2.91 3、00 3.03 0.77 286 
19教室環境!こ問題はなかった 2.77 0.90 I 411 2.84 0.83 I 446 2.99 0.81 483 310 0.85 1 49C 295 3.00 0.82 i 279 3.16 0.73 I 239 3.16 0.75 285 
20板蓄や視線党機器の文字・図表l立見やすかった 2.57 0.96 i 412 246 0.96 448 2.58 0.92 483 2.69 
0098254499 { 
2.36 2.77 0.91 i 279 2.67 
00β89522339 8 
2.76 0.89 285 
21授業内容は体系的{こ整理されていた 2.75 0.86 i 412 2.71 0.89 I 448 2.79 0.84 483 2.78 2.56 2.98 0.83 i 279 
2，47 8 
2.83 0.79 286 
2.69 22綬業iまノー トをとりやすかった 2.32 1.00 I 412 2.26 0.99 ' 447 2.42 0.95 483 2.42 0.99 I 49 2.33 0.96 I 278 0.89 I 239 2.53 0.92 285 
23授業に参加しているとしづ感覚がもてた 2.33 0.88 i 408 2.43 0.85 443 2.43 0.79 482 2.43 0.83 48 2.37 0.77 239 2.60 0.79 279 2.55 0.76 238 2.64 0.79 282 
2お4カ自リ分キがュ専ラ攻ムしのた中いで領の域位に置とづっけてが重よ姿くなわ内か容るだ授っ業ただった
2.57 0.85 i 409 2.54 0.81 447 2.58 0.79 481 2.55 0.84 481 2.67 0.80 238 2.77 。75 279 2.81 2.82 0.75 282 
2.86 0.88 409 2.73 0.87 447 2.82 0.85 482 2.80 0.8告 481 276 0.87 239 2.76 0.81 279 2.84 2.85 0.82 283 
26自分の将来の進路iニ役に立っと怒った 2.72 0.87 409 2.59 0.85 448 2.75 0.85 482 2.71 0.87 487 2.77 0.85 238 2.77 0.80 278 2.79 2.83 0.82 282 
一一F噌一一一~一一』一一一一戸
0.87 i 481 27授業にわくわ〈するような感覚をもったことがあった 2.17 0.91 409 
22420 7 088 3 
448 2.19 2.25 486 2.32 。‘85 238 2.48 0.83 279 2.41 2，59 0.87 283 
239こ今の後授の学業官のの関た連め分に野必{要な知識やiHgが身に付いたと思う 22535 6 
0.89 409 448 2.58 0.83! 482 251 486 2.49 0.86 239 2.69 0.80 279 2.70 2.73 0.81 283 
こ興味や関心が深まった 。句88 409 2.32 0.86 448 238 2.38 0.85 486 2.46 
084  239 8 
2.57 0.79 279 2.58 2.67 0.83 282 









現役1回全の自然現象と数学(前期) 18自年然度 偏標準差 回有答効数 19自年然度 標備差準 回有答効数 20自年然度 4偏票準差 回有答効数
性別 1.07 0.25 469 1.07 0.25 517 1.08 0.27 525 
年申告
71826 7 
0.44 459 18.25 0.43 502 18.25 0.43 515 
得点(評価換算) 14.50 465 80.12 15.15 514 79.24 14.81 522 
出席率 4.50 0.74 456 4.43 0.85 492 4.58 0.80 511 
01シラバスを参考にした 1.93 1.94 0.89 i 517 1.97 0.97 524 
02授業の予復習をするように努めた 2.07 397 2.35 0.83 517 2.55 0.90 524
1 
03授業中lま授業に集中していた 2.63 0.84 1 396 2.79 0.821 516 2.90 
出事罰言04与えられた課題にきちんと取り組んだ 3.18 0.82 1 396 3.30 0.71 1 517 3.41 05関連ある文献などを積極的に読んだ 1.83 0.77 1 397 1.93 0.81 1 517 1.88 
06疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした 2.72 0.88 1 397 2.86 0.821 515 2.89 
00.876855224  
07教員に疑問点などを積纏的に質問するように努めた 1.98 0.86 1 397 2.04 0.881 516 1.94 
089授授業業iのま理目解的でがき示たされていた
2.69 0.78 1 397 2.84 0.781 516 2.93 
0.83 I 516 2.81 
22980 6 
2.92 0.91 1 524 
10どこが重要なポイントであるかがよくわかった 2.70 0.821 516 2.86 
0.86 Iト~~一2一~ 
11学生自身に考えさせる工夫がなされていた 2.65 2.87 0.841 516 2.82 0.88 
12綬業中に学生の質問・発言などを{足してくれた
22614 9 
2.31 0.89 i 515 2.37 0.90 1 524 。ω896511755辺2叫4 3 13学生が提出した課題や疑問に対し遜切な応答がなされた 2.74 0.81 I 516 2.83 14内容に関する興味を高めるための配慮があった 2.66 2.60 0.80 I 516 2.58 
".-._-，~-〒酔一一』ー ー
165教科書'参考書、プリントなどが学習の助けになった 2.73 1.021 396 2.79 0.96 I 517 
師の授業に対する熱意を感じた 2.88 0.86 1 397 3.01 
O一0B8一一斗I一一一1-7 6 0.87 I 524 
187成クラ績ス評サ価イのズ方(受法1や基準等が明らかにされていた 2.49 0.89 I 397 2.64 0.91 I 524 
識者数)は適切だった 2.97 0.81 1 397 3.03 0.771 517 3.17 0.79 I 524 
19教室環境!こ問題はなかった 3.09 0.83 396 3.07 0.83 516 3.13 0.90 524 
20板蓄や視聴覚機器の文字 E図表i立見やすかった 2.77 0.89 397 2.95 0.81 517 2.83 0.94 522 
21授業内容は体系的に整理されていた 2.84 0.85 397 2.96 0.78 516 2.91 0.84 523 
22授業はノートをとりやすかった 2.58 0.91 396 2.69 0.87 516 2.69 0.94 524 
23授業に参加しているという感覚がもてた
-2266-5 3 
0.79 396 2.78 0.80 516 2.81 0.89 524 
245カ自リ分キがュ専ラ攻ムしのた中いで領の域位に置とづっけてが重よ要くなわ内か容るだ授っ業ただった 。‘86
396 2.82 0.83 516 2.81 0.90 524 
日822.74 0.80 395 3.01 0.82 516 2.98 524 
26自分の将来の進路に役に立っと怒った 2.69 0.83 396 2.96 日:-523 27f聖業にわくわくするような感覚をもったことがあった 2.38 0.87 396 2.55 L三24一一ー
28今後の学習のために必要な知識や技能が身に付いたと思う 2.71 0.81 396 2.95 川:16 2.96 0.80 524 
29この授業の関連分野に興味や関心が深まった 2.47 0.82 396 2.61 16 2.57 0.85 524 











評平価均A 判評価A 評平価均8 評{窃sl評{函B 評平価均C E平{窃C 苦手{部C 評平価均。 評{面。 5平{荷。 評平価均X E平{茄xlZ平{蕗X
SD 1 N SD 1 N SD N SD N SD N SD N 
性別 1.08 0.27 9697 1.08 0.27 i 12734 1.08 0.27 112附 1.08 0.26 10808 1.07 0.25 6455 1.06 0.23 11199 
1.47 
得年点齢{評価換算〉
19.61 1.32 9486 19.53 1.33 12462 19.63 1.37 i 12290 19.77 1.46110564 19.85 6290 20.69 1.80 1164 
2.74 112578 95.07 3.68 9720 84.45 3.00 12773 74‘37 63.68 2.99 i 10828 39.18 8.00 6472 
出席率 4.38 1.02 9516 4.32 0.99 112487 4.09 1.08 112297 3司78 1.22 i 10580 3.45 1.33 6320 2.99 1.34 i 1173 
01シラパスを参考にした 2.28 2.22 2.23 0.99 112535 2.22 2.23 1.00 
6454 7 
2.35 1.01 1193 
02授業の予復習をするように努めた ョ: 2.289 6 2.29 08日U7212255237 8 2司23 2.14 0.85 2.07 0.84 1192 03授業中は授業に集中していた 2.82 
2.‘796 0 2.67 。.87 6450 2.65 0.85 1190 
04与えられた課題にきちんと取り組んだ 3.26 3.20 3.08 2‘64 0.90 6438 2.40 0.88 1190 
05関連ある文献などを積織的に読んだ 2.36 2.29 2.26 
o o 09g8咽 2.250 4 
2.14 0.89 
6449 8 
2.11 0.87 1192 
06疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした 2.69 2開63 2.63 2.42 0.94 2.22 0.96 1192 
07教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた 2.10 0.93 1 9702 2.00 1.97 1.90 0.85 110786 1.84 0.83 6448 1.82 0.85 1191 
08授業は理解できた 2.90 
O O 758 967095 8 
2.80 0.76 12750 2.73 0.77 12552 2.63 ~:~~11 080_1 2.49 0.82 6455 2.45 0.82 1191 
6444 09授業のg的がホされていた 3.00 2.92 0.79 12741 2‘87 0.78 12542 2.80 0.80 10793 2.75 0.82 2.79 0.82 1191 
10どこが重委なホdイントであるかがよくわかった 2.92 0.81 9695 2‘84 0.82 112740 2.80 0.81 112541 日21107 2.67 0.85 1 6447 2.68 一0O832!1一11893  
1学生自身に考えさせる工夫がなされていた 2.86 0.84 9687 2.79 2.78 0.83 112537 10786 2.65 
0O 一.8一47一j「1一6一4一3一8 4 
12授業中に学生の質問，発言などを促してくれた 2.44 0.92 9689 2.39 2.36 0.89 112526 2.31 0.89 10780 2.27 0.881 1191 
13学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた 2.74 0.89 9670 2.66 2.67 0.87 112511 2.65 0.87 10752 2.58 0.87 6425 2.63 0.87 
1183 9 
14内容に関する興味を品めるための配慮があった 2司75 0.83 9683 2.67 2.61 0.83 I 12524 2.55 0.85 10773 2.51 0.85 6431 2.57 0.85 
15教科書・参考妻、フリントなどが学習の助けになった 3.04 0.88 9686 2.96 2.94 0.87 1 12529 2.92 0.88 10774 2.83 0.89 6440 2.88 0.86 1186 
0.78 i 12536 0.80 16教師の綬業に対する熱意を感じた 3.02 0.79 9683 2.94 2.92 2.90 0.81 10773 2.84 0.82 
6431  十2 1191 17成績評価の方法や基準等が明らかにされていた 2.90 0.87 9689 
32S.12  
2.82 0.85 112533 2β1 0.86 
107874 9 2.司792 
0.87 0.84 1190 
川8教クラ室ス環サ境イにズ問(受題講は者な数か)は適切だった 3.13 0.79 9688 3.08 0.79 1 12534 3.07 0.80 0.83 6435 2.97 0.85 i 1189 
った
321.92  008ゐ 36 ほ:321.92 0 -一009田8275j1!11目27一32134 9 4 0
3.10 ;;12 3.09 0.82 10775 3.01 0.85 6430 3.02 0.86 I 1193 20板書や視聴覚機器の文字・図表は見やすかった 2.88 2.86 2.77 0.89 I 6437 2.79 0.89 1 1190 
21授業内容は体系的に整理されていた 2.99 0.80 9694 2.93 2.92 2.91 0.82 110774 2.84 0.83 6437 2.89 0.84 i 1190 
0.93 112529 22授業はノートをとりやすかった 2.63 0.94 9692 2.57 2.58 2.61 0.94 i 10780 2.54 0.94 6435 2.54 0.931 1191 
23授業に参加しているという感覚がもてた 2.81 0.81 9659 2.72 0.82 12672 2.69 
0.80 l12468 1 
2.62 2.52 0.83 6400 2.49 
0.79 1 9660 24カリキュラムの中での位置づけがよくわかる授業だった 2.94 2.86 0.80 i 12665 2.83 2.78 2.70 0.82 6403 
2.670  
25 t3分が専攻したい領域にとって重要な内容だった 3.02 0.81 [ 9651 2.96 0.82 i 12670 2昏90 2.83 2.74 0.85 6394 
26自分の将来の進路に役に立っと怒った 3.01 
五面下5
2.96 0β3 112667 
2.町859 
2.80 2.70 0.85 6393 
2.640 7 
27授業にわくわくするような感覚をもったことがあった 2.74 656 2.64 0.89 i 12664 2.37 0.88 6401 
28今後の学習のために必要な知識や技能が身に付いたと思う 2.92 0.80 9656 2.82 0.81 i 12667 
2，町707 
2.56 0.85 6395 2.54 6 
29この授業の関連分野に興味や関心が深まった
32.819 2 。‘83 9662 2.78 0.85 112667 2.61 0.86 6397 2. 









4年間総合・実験科目・成績評定段階部 評平価均@ 喜平F@Zfn 曲
百平41F曲 評平価均A 評価A評価A 言平{面均B 評価B 評価B 評平価均C 評{極C 評価C 評平価均。評価D評価D 評平価均X 評価X 評価X
N SD N SD N SD N SD N SD N 
性別 1.09 0.29 2359 1.09 0.28 5334 1.08 0.27 2441 1.06 0.23 1280 1.05 0.22 429 1.15 0.35 48 
年齢 19.68 1.28 2333 19.29 1.26 5245 19.55 1.33 2383 19.64 1.36 1254 19.76 1.27 416 20困27 1.74 45 
得点(評価換算j 94圃78 3.59 2372 82.64 3.05 5360 74.52 2.97 2443 64.12 3.18 1283 40.39 7.71 431 
出席率 4.77 0.55 2335 4.68 0.63 5234 4.47 0.82 2381 4.12 0.99 1239 3.69 1.12 418 3.40 1.30 48 
01シヲパスを参考にした 2.36 1.08 2366 2.21 1.06 5340 2.26 1.06 2432 2.19 1.08 1275 2.16 1.03 431 2.47 1.13 47 
02援業の予復習をするように努めた 2‘88 0.93 2368 2圃50 1.01 5338 2.73 0.92 2433 2.58 0.93 1274 2.30 0.88 431 2.34 0.95 47 
03この授業の課題をこなすために他の授業がおろそかになっt 2.42 1.02 2366 2.29 1.06 5335 2町75 0.99 2435 2.66 1.00 1275 2.39 0.99 431 2.51 109 47 
04課題に積極的に取り組んだ 3.52 0.61 2370 3.37 0.69 5334 3.23 0.72 2434 2.99 0.80 1275 2.64 0.81 431 2.62 0.84 47 
05関連ある文献などを積極的に読んだ 2.61 1.01 2366 2.33 1.00 5337 2.44 0.96 2434 2.31 0.94 1274 2.10 0.95 431 2.38 0.96 47 
06疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした 3.23 0.84 2367 3.17 0.87 5342 3.18 0.85 2437 2.98 0.91 1274 2.78 0.97 431 2.81 0.96 47 
07教員やTAI二疑問点などを積極的に質問するように努めた 2.97 0.92 2368 2.91 0.94 5340 2.68 0.94 2433 2.47 0.96 1276 2.14 0.97 429 2.28 0.98 47 
08授業は理解できた 3.19 0.64 2371 3.11 0.71 5349 2.93 0.75 2437 2.81 0.80 1278 2.56 0.87 431 2.60 0.84 47 
09授業の包的が不されていた 3.34 0.67 2369 3.25 0.73 5347 3.13 0.75 2432 3.00 0.81 1277 2.84 0.88 431 2.98 0.81 47 
10どこが重要なポイントであるかがよくわかった 3.12 0.71 2369 3.03 0.76 5338 2.96 0.78 2436 2.81 0.83 1274 2.68 0.88 430 2.81 0.87 47 
1学生自身に考えさせるエ夫がなされていた 3司38 0.72 2370 3.24 0.76 5343 3.24 0.75 2433 3.09 0.82 1276 3.04 0.83 430 2.96 0.79 48 
12質問・発冨などがしやすかった 3剛14 0.80 2368 3.07 0.83 5342 2.85 0.86 2430 2.70 0.87 1276 2.57 0.93 428 2.64 0.91 47 
13学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた 3.12 0.80 2368 3.06 0.79 5343 2.97 0.81 2431 2.83 0.86 1276 2‘74 0.89 430 2.85 0.87 47 
14内容に関する興味を品めるための配慮があった 2.84 0.82 2366 2.76 0.81 5336 2.70 0.81 2430 2.58 0.86 1278 2.51 0.88 431 2.68 0.92 47 
15プリント、教科書 s参考書なとのf学習の助けになった 3.32 0.77 2370 3.21 0.81 5337 3.09 0.85 2433 3.00 0.92 1275 2.94 0.89 431 2.81 0.90 48 
16教員やTAの授業に対する熱意を感じた 3.09 0.73 2367 2.97 0.77 5338 2.91 0.80 2429 2.83 0.83 1275 2.75 0.83 431 3.00 0.84 48 
17成績評価の方法や基準等が明らかにされていた 3咽05 0.84 2369 2.93 0.90 5336 2.92 0.88 2429 2.85 0.92 1278 2.79 0.88 430 2.81 0.88 48 
18クラスサイズ(受講者数)やクルーフサイズは適切だっf 3.38 0.70 2368 3.35 0.70 5338 3.24 0.77 2427 3.22 0.77 1278 3.14 0.81 428 3.08 0.86 48 
19教室環境に問題はなかった 3.25 0.79 2369 3.30 0.75 5340 3.17 0.82 2431 3.14 0.83 1272 3.10 0.86 430 3.13 0.78 48 
20利用する設備や機器は使いやすかった 3.08 0.80 2368 3.11 0.79 5334 3.01 0.81 2425 2.97 0.83 1274 2.85 0.87 430 3.04 0.77 47 
21教員やTAによる助言が適切に行われた 3圃26 0.70 2369 3.22 0.72 5339 3.04 0.78 2426 2.90 。、82 1276 2.82 0.84 431 2.98 0.83 48 
22レポートやフlレゼンテーションの指導が十分なされてい1 2.92 0.82 2369 2‘89 0.82 5338 2.76 0.87 2421 2‘64 0.90 1274 2.56 0.88 429 2.71 0.93 48 
23綬業に参加しているとし、う感覚がもてた 3.51 0.65 2363 3.46 0.69 5322 3.35 0.76 2414 3.18 0.84 1270 2.96 0.90 424 2.93 0.87 46 
24レポートやフtレゼンァーションのカが身についた 2.91 0.89 2362 2‘88 0.88 5317 2.78 0.91 2412 2.61 。ヲ95 1271 2圃36 0.90 424 2.37 0.87 46 
25自分の専門分野のイメージがつかめた 2.78 0.87 2361 2.60 0.91 5317 2.66 0.91 2411 2.59 0.91 1267 2.30 0.91 424 2岨59 0.90 46 
26自分の将来の進路がいっそう明確になった 2.50 0.89 2360 2.36 0.90 5314 2.39 0.90 2412 2.29 0.89 1267 2.13 0.88 422 2.37 1.03 46 
2.7 t;受業にわくわくするような感覚をもったことがあった 2.92 0.84 2363 2.76 0.89 5312 2.70 0.91 2413 2.56 0.90 1267 2.42 0.94 423 2.52 1.04 46 
四課題に粘り強く取り組む態度が身についた 3.18 0.74 2359 3.02 0.80 5316 3.00 0.78 2411 2.81 0.84 1268 2.52 0.88 424 2.59 0.97 46 
29この授業の関連分野に興味や関心が深まった 2.98 0.79 2361 2.82 0.85 5315 2.77 0.87 2410 2.61 。匂88 1268 2.42 0.91 424 2.47 0.88 45 





























































































① 自分自身の学習状況等について 4 iややあて3はまる あまりあて2はまらない あてはま1らないあてはまる
( 1 )シフパスを参考にした (4) (3) (2) 
( 2 )授業の予復習をするように努めた <4) '3 ) (2) 仁1)
( 3 )揮業中は授業に集中していた '4) ζ3) ζ2) ζ1) 
( 4 )与えられた課題にきちんと取り組んだ ぐ4) <3 ) (2) 
( 5 )関連ある文献などを積極的に読んだ <4) (3) (2) 
( 6 )疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした '4) ( 3) (2) 
(7)教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた (4) ( 3) (2) <1) 
② 授業の内容・方法等について
4 
1 ややあて3はまる あまりあて2はまら郎、 あてはま1らないあてはまる
( 8 )授業は理解できた (4) < 3) ζ2) <1) 
( 9 )授業の目的が示されていた <4) ( 3) (2 ) 
(10)どこが重要なポイントであるかが「よくわかった 仁4) ζ3) (2) 
(11)学生自身に考えさせる工夫がなされていた <4 ) < 3) ζ2) <1) 
(12)授業中に学生の質問・発言などを促してくれた (4) (3) (2) 
(13)学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた <4) ( 3) (2) 
(14)内容に関する興昧を高めるための配慮があった <4 ) (3) (2) <1) 
(15)教科書・参考書、プリントなどが学習の助けになった <4 ) < 3) (2) 
(16)教員の揮業に対する熱意を感じた <4 ) (3) (2) 
(17)成績評価の方法や基講準等が明らかにされていた に4) < 3) (2 ) 
(18)クラスサイズ (受 者数)は適切だった 【4) < 3) '2' 
(19)教室環境に問題はなかった (4 ) (3 ) (2) 
(20)板書や視聴覚機器の文字・図表は見やすかった (4) ζ3) (2) 
(21)授業内容は体系的に整理されていた 【4) (3) (2) <1) 
(22)授業はノートをとりやすかった (4 ) (3) (2) <1) 
裏面に続きます↓

















4 3 2 
あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
(23)授業に参加しているという感覚がもてた <4) (3 ) <2コ
(24) カリキュラムの中での位置づけがよくわかる授業だった (4 ) (3 ) " 2) 
(25) 自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった c4コ (3 ) (2) 
(26) 自分の将来の進路に役に立つと思った <4) < 3) (2 ) 
(27)授業にわくわくするような感覚をもったことがあった <4) (3 ) (2) 
(28)今後の学習のために必要な知識や技能が身についたと思う '4) (3 ) (2 ) 
(29) この授業の関連分野に興味や関心が深まった qコ に3) (2) 
(30)総合的にみて、自分にとって意味のある授業だった に4) (3 ) (2 J 
④学科・教員設定項目 4 ややあて3はまる あまりあて2はまらない あてはま1らないあてはまる
(31) ζ4 ) (3 ) (2) 
(32) <4) に3) (2 ) 






























































































































































































































































































(1) シフパスを参考にした <4) ζ3) (2) 
( 2 )授業の予復習をするように努めた <4) (3 ) (2 ) 
(3)この授業の課題をこなすために他の授業がおろそかになった 04) ( 3) (2) cj) 
( 4 )課題に積極的に取り組んだ (4 ) ( 3) 仁2) 【p
(5)関連ある文献などを積極的に読んだ <4) ぐ3) (2 ) ぐp
( 6 )疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした (4 ) ( 3) ( 2) 




( 8 )授業は理解できた '4) (3) (2) 
( 9 )授業の目的が示されていた <4) (3 ) (2 ) 
(10)どこが重要なポイントであるかがよくわかった (4) (3) (2) cj) 
(11)学生自身に考えさせる工夫がなされていた (4) (3) (2) ζ1) 
(12)質問・発言などが、しやすかった く4) ζ3) (2) 
(13)学生カf提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた <4) (3 ) (2) 
(14)内容に関する興味を高めるための配慮があった (4 ) ζ3) (2) 
15)プリント、教科書・参考書などが学習の助けになった < 4) (3 ) (2) 
(16)教員やTAの授業に対する熱意を感じた (4 ) ぐ3) (2) 
(17)成績評価の方法や基準等が明らかにされていた '4) ( 3) 【2)
(18)クラスサイズ(受講者数)やグループサイズは適切だった 04) (3) (2) 
(19)教室環境に問題はなかった <4) ( 3) (2) 
(20)利用する設備や機器は使いやすかった <4' 仁3) ζ2) 
(21)教員やTAによる助言が適切に行われた 仁4) < 3) (2) 
(22)レポートやプレゼンテーションの指導が十分なされていた (4) ζ3 ) (2) 
裏面に続きます↓
















③授業全体を通して得られた成果等について 4 3 あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
(23)授業に参加しているという感覚がもてた (4) (3コ (2) 
(24) レポートやプレゼンテーションの力が身についた '4) (3コ ( 2) 
(25) 自分の専門分野のイメージが、っかめた c4コ (3 ) (2) 
(26) 自分の将来の進路がいっそう明確になった '4) ( 3) ( 2) 
(27)授業にわくわくするような感覚をもったことがあった 04) 仁3) (2) 
(28)課題に粘り強く取り組む態度が身についた '4) (3 ) (2 ) 
(29) この授業の関連分野に興味や関心が深まった 04) ζ3 ) (2) 
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① 10.9/14.1/71.9 ②12.6/16.9/70.7 
③ 8.4/13.3/67.3 ⑨ 8.2/12.9/68.6 
⑤ 8.8/12.7/70.7 ⑥ヲ.6/11.6/72.6
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授業には積極的に出晴 0.532 0.472 0.515 I 
捜黛以外でも自学自習 1 0.3.52 0.292 。ョ6，I 
研廃室等の待事イペント 。巧9 0.16g 0.2司
友人と話し合い，学習会 。唱3 0.1旬 0.11 
捜鍵の予復習の励行 0.262 0.242 o.2s8 
授業fニ続中 C1.281 O.22Q 0.282 
課題，、の取組 l。455 0.4凪 0.443 I 
関連文献を龍治 0.:.159 o.Zl.3 o.l.'51 
友人に聞いたり話し合った1:1 0.200 0.1.82 。巧8
教員，、の質問 。lo;Q O.lU O.l~ 
単噛取得，率S障できれまよい l 。:188 -0.巧8 -0.2田
単位取得が楽な端目が多い 。220 0.1・ 0.242
1.2学部授業ー授業アンケートの項目在中心に
あてはまらない‘ーーーーーーーあてはまる

















































1.00 1.50 2.00 2..50 3.∞3-50 4.∞ 
周りの人と議しい時閣を共有 ________.312 
文学守は自由に話せる雰圏気 09
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今の 2回生については、 3分の lぐらいが卒業に5年以上かかるという状況になるのだと思い
ます。
次に、 3回生については逆に割合が減っています。 5年以上かかると思われる学生の割合が






























































































































































































































































































































































































































ー防火区画の設計 同I....'..' I 





























































































































































(12 ; 短掌~に字乏の質問 実宵'.ど を慢して〈 れた
13学生が慢出した接題や援聞に討し牽句。応答がむされた
11，t内容に闘する興味警高めるための配慮があった









































































































































































































































































































































































































































































































































































































反応エ芋クイズ 【J;9..;10・3 澗 ;;時国
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( 48) 1 7307000 反応工学 E
(科目区分専門
項 目 平均値標準偏差 {有助教 5% 4% 3~也 2軸 1% 
建替払溢 1hi益弘 出 品 A ぶ;溢悩 L出‘ 4丸首掛 0.69 ( 35) 54.3 34.3 1. 4 0.0 0.0 
(01)シラ，，えを殺事tさした '1 !i'色 0.95 ( 35) 20.0 42.9 22.9 14.3 
(02)録集の予復習をするように努めた 3.26 0.69 ( 35) 37. 1 54.3 5.7 2.9 
(03)授業中は揖業に集中していた 3.29 Q.74 ( 35) 42.9 45.7 8.6 2.9 
《{C04562)l説与1!え品られ文た醒総盟にき安ちんと取り組んだ 3.34 0.67 ( 35) 42.9 51.4 2.9 2.9 
遺品 '.ど術後 世記 2-ti 0.89 ( 35) 14.3 54.3 17.1 14.3 
儲i!.など夜 kに摺="¥1:ニ的可!1こol-ん合コヨ在日しと .2.94 1. 01 ( 35) 37.1 31.4 20.0 11.4 
白丹教員にtF.l'. 'h¥i -1，i. ~'在摺続的に1毘f.."すゐように摂ぬfι 2:~ 6u 0.95 ( 35) 22.9 31.4 34.3 11.4 
(ÚS) !畳支出現時~ .c きた 2 97 0.84 ( 35) 25，7 54.3 1，4 8.6 
(09)授業の目的が示されていた 3.46 0.55 ( 35) 48.6 48.6 2.9 0.0 
(10)どこが重要なポイントであるかがよくわかった 3.37 0.64 ( 35) 45.7 45.7 8.6 0.0 
ていた 3.46 0.60 ( 35) 51.4 42.9 5.7 0.0 
O. 7S ( 35) 40.0 40.0 20.0 0.0 
0.55 ( 35) 57.1 40.0 2.9 0.0 
Q. 71 ( 35) 28.6 57.1 11.4 2.9 
0.50 ( 35) 51.4 48.6 0.0 0.0 
0.50 ( 35) 54.3 45.7 0.0 0.0 
!.てt、1， 2.号7 0.70 ( 35) 22.9 51.4 25.7 0.0 
(18)クラスサイズ (受揖者数)は適切だった 3.40 0.68 ( 35) 48.6 45.7 2.9 2.9 
(19)教室環境に問題は広かった 3.09 0.87 ( 35) 34.3 48.6 8.6 8.6 
(20)伝書や視聴覚機器の文字 国表は見やすかった 3.29 O. 74 ( 35) 42.9 45.7 8.6 2.9 
(21)侵業向容は体系的に整理されていた 3.34 0.58 ( 35) 40.0 54.3 5.7 0.0 
(22)授業はノ トをとりやすかった 3.20 Q.79 ( 35) 40.0 42.9 14，3 
(23)綬業に参加しているという懸賞がもてた 3.26 0.70 ( 34) 38.2 52.9 5.9 
(24)力リキュラムの中での位置づけがよくわかる控業だった 3.41 0.55 ( 34) 44. 1 52.9 2.9 
(25)自分が専攻したい領場にとって重要な向容だった 3.35 0.72 ( 34) 47.1 44.1 5.9 
(26)自分の将来の進路に世に立っと思った 3.35 0.80 ( 34) 50.0 41.2 2.9 
(2))復業にわ〈わくするような感覚をもったことがあった 3.18 0.78 ( 34) 38.2 44. 1 14.7 
(28)今後の学習のために必要な知識や技能が身に付いた 3.26 0.82 ( 34) 44.1 44.1 5.9 
(29)こ由慢業の関連分野に奥様や関心が深まった 3.15 O. 73 ( 34) 29.4 61.8 2.9 






























































回大変なプレッシャーで、週末がほとんどっ l 師国型醐酔ンポ肘ム冒周年附台酷酷叩隼1胡 4日
ぶれていた気がします。講義準備には相当な時聞が取られるとことがわかり、これまで学部の
講義をたくさん持っておられる先生方の御努力を再認識させられました。




































































































































































んな感じかというと、 Thisis VOA Special 
English，という感じです。一つ一つの単語を
英語による講義の注意点
• VOA Special Enolish由鐙音速度を基準にして、ゆっ〈り話す.





















語表現を勉強をしましたが、参考になったのは、 fBasicEnglish for ScienceJというような薄い
テキストです。数式の読み方などが書かれています。それから、英語一般の書き方として、 fThe










































































































































































学期 ノー 総トテ学イ生力微ー の うち工当笠'"蹴系匂掌 工学系割掌合'tの
前期 J2名 S名 19% 
後期 J7名 時 22% 
前期 27名 13名 48% 
後期 28名 20名 71% 
前矧 28名 23名 82嶋
後期 17名 14名 82% 
前期 "名 10名 引%
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部局 人数 課程 部局 人数 課程
理学研究科 3 PD21助教1 文学研究科 2 博 2
農学研究科 2 修 1博 1 教育学研究科 1 博 1
アジア・アフリカ 1 PD 1 経済学研究科 1 博 1
地域研究研究科 人間・環境学研究科 1 博 1
東南アジア研究所 1 助教1




































































































は、 2.50年)であった。 fTAJ と「非常勤講師」の両方と答えた人が l名いた。アドバンストコ
ースでは、「なし」が0名、 fTAJが8名(その経験年数の平均は、1.88年)、「非常勤講師」が5















































































































































































































































































































3 どちらとも言えない・4 まあまあ満足・5 非常に満足































































教育学 修士 実際Eのようにティー チンザを行ってい〈か.という点をもう少し話したかったです.
教育学 ゲJトプデイスカツ泊ン音量巳て、様々な宜且をき〈事ができ、視野が広がった点.単なる講‘形式ではな〈、デイスカゲJヨン樋じ修土 て知奇形躍してい〈事がおもしろかった.請座の教育デザ.rJ(講‘のやり方)が全体曲に良かった.
ディスカッションの深化やそのテーマにあわせてミZ樟畿やボディーワークが行なわれて、#常に参考になりました.また、最後に










人澗環.掌 修土 る人と話し合って非常にいい勉強になりました.ボディ ワー クもおもしろ〈ていい体験でした.
人刷環旗学 修士 様々 な置且を聞〈ことで、今後自らが考えて行〈方向性が且えてきた.
自分の研究分野』とは異なる分野を研寓されている方金の韮B医師由来、活発な章毘の車換が出来た.今回のグルー プ国随、ミ=lII入閣環積雪件 情士 をー量じて.考えなければならない問題(倒大学の使命‘末学はどうあるぺきか7)が見えました.
研寛科を越えて.非常に話完な櫨簡ができた.ミ=繭瞳，-3，全てj;;置おもしろ<.今.自分の考えて.悩んでいた事とピ岬り
人.11'.・掌 博士 合った.
一一一一一一一一一一一一一一一一:晶玉4長諒子:::;itf主主一睡嗣Lモ.-i.品J品百ぷ晶亙.一肩書，i=，長;i'l>~.宇量二ヲぶbー が蘭i=.i正る示品画面.)訴がり;長う1=i0 =t，害ifi 一
人川田環峰掌 樽士 目‘
一一一一一一一一一一一一一一一-y_-・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
グJI戸ヲ肘障は非常に有量ー だった.ボディー ワー クlま掴め.意園がよ〈分からず、とりあえず冨われたようにやってみるという漉
人.11'.・掌 博士 れで戸甚った師、量後のミニ購植を聞いて軸得できた.購植はあまり顕に残らず強念.. 


















































。% 25% 関% 75% 100% 
口1 まったく有意義でなかった
122 あまり有意義でなかった













町)6 25% 50% 75% 100怖
ロ1 まったく有意義でなかった












































医学 修士 部屋の移動が多いので、もう少し少な〈効率的に進められるとよいと恩いました.グループ樹aはもう少し時聞をとってもらえるとよかったかもしれません.やや中途半崎な•. じがしました.
医学 修士 (E'述なし)
医争 ボディ ワ タを、ディスカッシヨンの時間にまわした方が良いと思います.もう少し深めてディスカツJヨンしたかったとやや不消化修士 です.
医争 修士 もう少し充実(2日間な却でもよいかもしれません.
医学 博士 グJLrープ情a・の時聞をもう少しほしいなと思った.グルー プ尉.1，2と同じグループで行ったが、他の2つのグループとも少人数で〈メンバーチzン~'M凶酎a・できる場を、全体酎a・以外にもあったらいいなと思いました.
医学 博士 ボディ ワ タ(改善すべきなのかどうかもよ〈分からないが }筈えの無いこJとをやっているのだろうと思うが、意図も分からな凶ようなものが含まれていたので、靖化不良を感じた.ただ‘伎に立ちそうな発見もあった.
情報学 修士 Z目〈らいかけていいので.スケジュー ルにゆJとりを.
情報争 樽士 タイムスケジュー ルでしょうか.
やはりグループ酎・の時聞が短いように暖じる.もっと細か〈グループを分けてもよいのでは.個々 に'豊富させるには時聞がなさ
情報争 樽士 すぎる
情報学 博士 ポー 向ー ワー クの.・怠園がよ〈神宮からなかった.セヲショI:.aでの向容をボディーワーク@時に冨ってほしかった.
情報学 博士 グ'JLrー プ情誼の時聞がもう少しほしかったマす.
生命視学 博士 大学とは何か、など抽象的な箇姐について陪誼できたが.もう少し具師事的1=(ラ-:::..グポイントなど〉教銀方法など観明してほしかった.
エホ岬ー 榊 博士 ポヂィーワークでの理・m明が必要と思います.
文学 修士 圃愉のテーマをしぼる.
文学 博士 酎愉の題目はもう少し具体的にしてもいいかもしれません. もし，<I~~ 広い陪題と狭い話題に分けるなど。
教育学 グ'JLrー プ肘・もっと時聞を楢せば ミニ語種ワシ田セッションを繊らせば ボディワ タ実醸の意味についての観明がほし修土い































































































研究科名 第1回 (2005年) 事2回 (2006年) 第8回 (2007年) 事4回 (2008年) 第5回 (20曲年)
修博 PD他計 修博m 他計 修博 PD他昔十 信博 PD他昔十 修博 PD他昔十
理学研究科 4 4 1 8 4 1 2 2 2 1 
医学研究科 1 4 4 8 2 2 5 1 6 4 2 
薬学研究科 1 
農学研究科 1 1 2 8 1 4 8 2 1 6 
工学研究科 2 4 6 1 1 2 s 1 1 
理 エネルギー 科学研究科 1 1 
系アジア・アフHカ地端研究研究科 s s 
情報学研究科 1 1 2 1 4 
生命科学研究科 1 1 2 1 2 1 3 
地球環境学堂 1 1 1 
その他 1 
脅十 3120015 6 9 0 0 15 5110 0 16 1081221 5 10 1 0 
文学研究科 5 5 1 1 2 2 2 2 1 1 
教育学研究科 5 5 1 11 1 2 1 s 8 8 9 
経済学研究科 1 3 4 1 2 2 1 1 1 
文系法学研究科 1 1 1 
人間・環境学研究科 3 4 7 2 8 2 12 2 5 
その他 1 1 1 1 


























まず、満足度の評定値を従属変数として、年度4(2005年、 2006年、 2007年、 2008年、 2009
年;参加者間)の1要因分散分析を行ったところ、年度聞で有意な差はみられなかった(1(4，162)
=1.94， p>.lO)。















































山田剛史 (2泊06)r大朝境生のための教育実践講座 大学でどう教えるか JW.京都大学高等教育
叢書 23 平成 16年度採択特色 GP報告書「相互研修型 FDの組織化による教育改善
2004-2005J~. pp. 139-167. 
林創 (2007)r大学院生のための教育実践講座 大学でどう教えるか Jr京都大学高等教育叢





















































































































学年 ① 1年 ② 2年 ③ 3年 ④ 4年以上
・大学院生以外の方
① PD ②研究員 ③その他(
参加コース.① Basic ② Advanced 
間1 この講座のことをどのようにして知りましたか? (あてはまる番号すべてを[ J 
内にご回答の上、⑥・⑨の場合は詳細を( )内にご記入下さい)
①指導教員から ②その他の教員から ③友人から ④大学のHPで
⑤センターのE で ⑥ポスターで(掲示場所.




①なし ② TA (約 年) ③非常勤講師(約 年)
Ⅱ-5. 資料 2
− 0 −
問3 大学教員になることをどの程度希望していますか。(あてはまる番号 1つを[ ) 

















①小学校 ②中学校 ③高等学校 ④その他( ) ⑤なし
問8小・中・高等学校での指導経験はありますか? (あてはまる番号すべてを[ J内に
ご記入下さい)
①小学校であり ②中学校であり ③高等学校であり ④なし
問9塾・家庭教師などでの指導経験はありますか? (あてはまる番号1つを[ J内にご
記入下さい) [ J 
①あり ②なし
問10学部生時代に受けた授業はどの程度満足なものでしたか? (あてはまる番号lつを
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詰 F ¥ 1 初













































































・擾寡の目標を知らせる | 噂λ I
・前提条件を思い出させる B 
・新しい事項を担示する I _目 lー
|情帽提晴|
・学習の指針を与える .:ニニ ιー1
・館曹の樋舎をつ〈る 「て___. I 






































































一一一一ー一一-四一一一一 一一-9・i←ー… 一一一 "陶ー_.，一 一同一一一一日一一一-。一一一 一 -一一一一一一一"一一ー 一一一一……一一一一一一 "--一回一一一…一一一 蘭ー削ー 一周一…・



































































② 2年 ③ 3年 ④ 4年以上











5.非常に有意義だった 4.まあまあ有意義だった 3. どちらとも言えない
2.あまり有意義ではなかった 1.まったく有意義ではなかった
(1)グループ討論・.. . . . . . . . ・・・・・・・・・ 5 4 3 2 1 
(2 )ミニ講義・・.. . . . . . . . ・・・・・・・・・・ 5 4 3 2 1 

































② 2年 ③ 3年 ④ 4年以上











5.非常に有意義だった 4.まあまあ有意義だった 3. どちらとも言えない
2.あまり有意義ではなかった 1.まったく有意義ではなかった
(1)模擬公開授業・検討会・.. . . . . . . . ・・・・ 5 4 3 2 1 
(2 )グループ討論・.. . . . . . . . .・・・・・・・・ 5 4 3 2 1 
問3 今後に向けて改善した方がいいと恩われる点がありましたら、自由にお書き下さい。
問4 来年度も本講座の参加案内の送付を希望されますか。
1. f'i1t、 O.いいえ
問5 今後も継続して大学の授業改善について考える次のようなコミュニティがあれば、
参加したいと思いますか。
(1) SNSなどを利用し、オンライン上で情報・意見交換をするコミュニティ
1. 1まし、 O.いいえ
(2 )実際に集まり、対面で情報・意見交換をするコミュニティ
1.はい O.いいえ
ご協力ありがとうございました
